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創価大学学則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 本学は、創立者池田大作先生の建学の精神に基づき、学校教育法により、広く知識を授ける

とともに、深く専門の学芸を教授研究し、全人的な人間形成をはかるとともに、文化の発展と人類

の福祉に貢献することを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第１条の２ 本学は、前条の目的を達成するため、本学における教育研究活動等の状況について自ら

点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 前項の自己点検及び評価の項目、実施体制等については別に定める。 

３ 本学は、第１項の点検及び評価の結果について、政令で定める期間ごとに、文部科学大臣の認証

を受けた評価機関による評価を受けるものとする。 

（情報の積極的な提供） 

第１条の３ 本学は、本学における教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知

を図ることができる方法によって、積極的に情報を提供するものとする。 

（名称） 

第２条 本学は、創価大学と称する。 

（所在地） 

第３条 本学は、東京都八王子市丹木町１丁目236番地にこれを置く。 
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第２章 学部等の組織、収容定員、修業年限及び学部の目的 

（学部・学科、収容定員及び学部の目的） 

第４条 本学の学部・学科及び収容定員は、次のとおりとする。 

  入学定員 ３年時編入学定員 収容定員 

(１) 経済学部 経済学科 190名 18名 796名 

(２) 法学部 法律学科 240名 ８名 976名 

(３) 文学部 人間学科 350名 40名 1,480名 

(４) 経営学部 経営学科 190名 26名 812名 

(５) 教育学部 教育学科 80名 － 320名 

児童教育学科 100名 － 400名 

(６) 理工学部 情報システム工学科 90名 － 360名 

共生創造理工学科 90名 － 360名 

(７) 看護学部 看護学科 80名 － 320名 

(８) 国際教養学部 国際教養学科 90名 － 360名 

２ 各学部の人材養成の目的は、別表第１の定めるとおりである。 

（通信教育部） 

第４条の２ 本学に通信教育部を置く。 

２ 通信教育部の学則は、別に定める。 

（大学院及び専門職大学院） 

第４条の３ 本学に大学院及び専門職大学院を置く。 

２ 大学院の学則は、別に定める。 

（別科） 

第４条の４ 本学に別科を置く。 

２ 別科に関する規程は、別に定める。 

（修業年限） 

第５条 本学の標準修業年限は、４年（通算８学期）とする。ただし、休学期間はこれに算入しない。 

２ 学生が本学に入学する前に、本学の科目等履修生として一定の単位を修得している場合は、修得

した科目及び単位数並びにその修得に要した期間を勘案して、前項の修業年限に含めることがある。 

３ 学生は、８年（通算16学期）を超えて在学することができない。 

第３章 学年・学期、授業期間及び休業日 

（学年及び学期） 

第６条 本学の学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。但し、秋学期に入学した場合の

学年は、毎年９月16日に始まり翌年９月15日に終わる。 

２ 学年を次の２学期に分ける。但し、教育上必要な場合、春学期及び秋学期の開始日及び終了日を

変更することができる。 

(１) 春学期 ４月１日から９月15日まで 

(２) 秋学期 ９月16日から翌年３月31日まで 

３ 前項に定める各学期は、セメスターとし前半及び後半に分けることができる。２つに分けた各期

間をタームとする。 

４ 教育上必要があるときは、夏季休業及び春季休業の期間に特別学期を設けることができる。その

各期間をショートタームとする。 

（授業期間） 

第７条 １年間の授業を行う期間は、35週の期間にわたることを原則とする。 

２ 各授業科目の授業は、十分に教育効果を上げることができるよう、８週又は15週にわたる期間を

単位として行うことを原則とする。 

（休業日） 

第８条 定期休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 
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(３) 本学創立記念日 ４月２日 

(４) 夏季休業 ８月１日から９月10日まで 

(５) 冬季休業 12月25日から翌年１月５日まで 

(６) 春季休業 翌年２月10日から３月31日まで 

２ 前項各号の休業日を変更し、又は休業日に授業を行い、若しくは臨時に休業日を設けることがあ

る。 

第４章 教育課程 

（教育課程の編成） 

第９条 本学は、教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、体系的に教育課程を編成

する。 

２ 授業科目を、共通科目及び専門科目に分ける。 

３ 本学において授業する科目及び単位数は、別表第２から別表第12のとおりである。 

４ 前項に定めるもののほか、必要に応じて特定の科目を授業することがある。 

（学士課程教育機構） 

第９条の２ 本学に、共通科目の運営を担い、学士課程教育の質向上を図るための組織として、創価

大学学士課程教育機構（以下、「教育機構」という）を置く。 

２ 教育機構に運営委員会を置く。 

３ 教育機構の組織及び運営に関する規程は別に定める。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第９条の３ 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を行う。 

（授業計画の明示及び履修登録） 

第10条 本学は、学生に対し、毎年春学期の授業開始前に、春学期及び秋学期に開講する各科目の担

当者、授業の方法や内容、年間の授業計画及びその他の必要な事項を明示する。 

２ 学生は毎学期の初めに、所定の期日までに履修しようとする科目を届け出なければならない。な

お、期日を過ぎて届け出ない場合は退学を命ずることがある。 

（卒業に必要な単位数） 

第11条 卒業に必要な単位数は、次のとおりとする。 

学部 学科 

専門科目 共通科目 
自由選

択 
総計 

必修 
選択必

修 
選択 外国語 必修 

選択必

修 
選択 

経済 経済 － 28 38 10 ４ 14 － 30 124 

法 法律 － 18 50 10 ４ 12 － 30 124 

文 人間 － 16 46 10 ４ 12 － 36 124 

経営 経営 ８ 34 36 10 ４ 14 － 18 124 

教育 教育 14 18 46 10 ４ 14 － 18 124 

児童教育 14 14 50 10 ４ 14 － 18 124 

理工 情報システム工 14 ８ 48 10 ４ 14 － 26 124 

共生創造理工 27 ８ 36 10 ４ 16 － 23 124 

看護 看護 103 － － ６ ４ ６ － ６ 125 

国際

教養 

国際教養 
34 44 － 20 ４ ４ － 18 124 

２ 学生は、他の学部・学科に属する科目を履修することができる（特定の科目を除く）。履修して

修得した単位は、自由選択の一部又は全部として算入される。なお、自由選択には、教職に関する

専門科目の修得単位並びに卒業に必要な単位数を超えて修得した専門科目と共通科目の単位数が算

入される。 

３ 学生が、本学への入学前又は入学後に、次の各号により修得した単位等を、教育上有益と認める

ときは、本学において修得したものとみなし、単位を認定することがある。 

(１) 大学又は短期大学で履修した授業科目について修得した単位 

(２) 外国の大学又はこれに相当する高等教育機関に留学し、そこで履修した授業科目について修



5/103 

得した単位又は成果 

(３) 短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修 

(４) その他文部科学大臣が別に定める学修 

４ 前項により認定する単位数は、編入学・転入学等の場合を除き、合わせて60単位を超えないもの

とする。 

５ 第３項に定める単位認定の手続き等の詳細は別に定める。 

（履修の要件・方法） 

第11条の２ 前条に係る履修方法の詳細は、別に定める。 

２ 入学後４年間（通算８学期）を経過して（休学期間を除く）、合計40単位を修得していない場合

は退学を命ずることがある。 

３ 学生が各学期にわたって適切に授業科目を履修するため、教職に関する専門科目をはじめ特設課

程に設置する科目等を除き、学生が１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限は

別に定める。 

４ 直前の学期に、所定の単位を優れた成績をもって修得した学生の履修制限の緩和については、別

に定める。 

（教職関係科目） 

第11条の３ 教員免許状を取得しようとする者は、教育職員免許法及び同法施行規則に定める科目の

単位を修得しなければならない。 

２ 教職に関する専門科目及び単位数は、別表第13、別表第14のとおりである。 

３ 本学で取得できる教員免許状の種類及び教科は、次のとおりである。 

文学部  人間学科 

高等学校教諭１種免許状  「英語」 

中学校教諭１種免許状   「英語」 

高等学校教諭１種免許状  「地理歴史」、「公民」 

中学校教諭１種免許状   「社会」 

高等学校教諭１種免許状  「国語」 

中学校教諭１種免許状   「国語」 

教育学部 教育学科 

高等学校教諭１種免許状  「公民」 

中学校教諭１種免許状   「社会」 

教育学部 児童教育学科 

小学校教諭１種免許状 

幼稚園教諭１種免許状 

特別支援学校教諭１種免許状 「知的障害者・肢体不自由者・病弱者」 

理工学部 情報システム工学科 

高等学校教諭１種免許状  「数学」 

中学校教諭１種免許状   「数学」 

高等学校教諭１種免許状  「情報」 

理工学部 共生創造理工学科 

高等学校教諭１種免許状  「理科」 

中学校教諭１種免許状   「理科」 

４ 教職関係科目の履修に必要な事項は、別に定める。 

（社会教育主事及び社会教育士関係科目） 

第11条の４ 社会教育主事の資格及び社会教育士の称号を取得しようとする者は、社会教育法及び社

会教育主事講習等規程に定める科目の単位を修得しなければならない。 

２ 社会教育に関する科目及び単位数は、別表第15のとおりである。 

３ 社会教育に関する科目の履修に必要な事項は、別に定める。 

（社会福祉士関係科目） 

第11条の５ 社会福祉士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、社会福祉士及び介護福祉士法

に基づき、文部科学省令・厚生労働省令で定める社会福祉に関する科目の単位を修得しなければな
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らない。 

２ 社会福祉に関する科目及び単位数は、別表第16のとおりである。 

（公認心理師養成課程科目） 

第11条の６ 公認心理師の国家試験受験資格を取得しようとする者は、公認心理師となるために必要

な科目として公認心理師法施行規則で定める科目を修めて卒業し、かつ、大学院において必要な科

目を修めてその課程を修了しなければならない。 

２ 公認心理師養成課程に関する科目及び単位数は、別表第17のとおりである。 

（単位） 

第12条 １単位の授業科目は、授業及び授業時間外の学修を合せて45時間を必要とする内容をもって

構成することを標準とし、各授業科目の単位数は、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修等を考慮して、15時間から45時間の授業をもって１単位とする。但し、看

護学部看護学科専門科目の実験、実習及び実技科目については、30時間から45時間の授業をもって

１単位とする。 

２ 学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる卒業論文、卒業研究等の授業科目

については、これらに必要な学修等を考慮して、単位数を定めるものとする。 

（授業の方法） 

第12条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。 

２ 前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させ

ることができる。 

３ 第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディアを

高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様とする。 

（メディアを利用して行う授業） 

第12条の３ 前条第２項に定める多様なメディアを高度に利用して行う授業は、パーソナル・コンピ

ュータその他双方向の通信手段によって行う。 

２ 前項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

第５章 試験、卒業及び学位 

（単位の認定） 

第13条 履修した科目の単位認定は、原則として、試験その他適切な方法により、学修の成果を評価

して行う。 

（試験の方法） 

第14条 試験の方法は、筆記試験、口述試験、論文試験、実技試験又は実習試験の５種とする。 

２ 定期試験（中間試験、学期末試験、ターム末試験）は、タームの終了時又は学期末に行う。また、

定期試験以外に臨時の試験を行うことができる。 

３ やむをえない事由のため、定期の試験を受けることができなかった者については、追試験を行う

ことがある。 

（受験科目の届出） 

第15条 学生は、履修登録した科目について、試験を受けることができる。 

（成績評価） 

第16条 成績評価は、Ａ＋、Ａ、Ａ－、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ＋、Ｃ、Ｄ＋、Ｄ、Ｅ＋及びＥの12級に

分かち、Ａ＋、Ａ、Ａ－、Ｂ＋、Ｂ、Ｂ－、Ｃ＋、Ｃ、Ｄ＋、及びＤを合格とし、Ｅ＋及びＥを不

合格とする。ただし、教授会が認めた特定の科目については、ＰとＦの２級に分かち、Ｐを合格と

し、Ｆを不合格とする。 

２ 試験に合格した者には、所定の単位を認定する。ただし、学費未納の者には単位を認定しないこ

とがある。 

３ 第11条第３項により単位を認定する科目の成績評価は、Ｒとする。 

４ 成績評価を保留する場合は、Ｉ評価とする。これについては別に定める。 

（卒業） 

第17条 本学に８セメスター以上在学して、第11条に規定する単位を修得し、かつ創価大学履修規程

に定める基準を満たした者には、卒業を認める。 
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２ 前項にかかわらず、本学に６セメスター以上在学した者で、第11条に規定する単位を優秀な成績

で修得し、かつ創価大学履修規程に定める基準を満たした者には、卒業を認めることがある。 

３ 前２項の規定により、卒業の要件として修得すべき所定の単位数のうち、第12条の２第２項に規

定する授業の方法で履修し修得した単位は、60単位を超えない範囲で認定する。 

（学位の授与） 

第18条 前条により卒業した者には、学士の学位を授与する。 

第６章 入学、休学、退学、転入学、編入学、転学部・転学料、転籍、転学及び留学 

（入学の時期） 

第19条 入学の時期は、学期の始めとする。 

（入学資格） 

第20条 本学に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 高等学校または中等教育学校を卒業した者 

(２) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外により、これに相当する学

校教育を修了した者も含む。） 

(３) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者 

(４) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設を修

了した者 

(５) 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格した者 

(６) 文部科学大臣の指定した者 

(７) その他本学において高等学校を卒業した者と同等又はそれ以上の学力及びその年齢に達して

いると認めた者 

（入学試験） 

第21条 入学を志願する者は、所定の手続によって、願い出るものとする。 

２ 入学者の選考は、試験その他の方法による。 

３ 前項の選考を経て、所定の入学手続を終了した者に、入学を許可する。 

（保証人） 

第22条 入学を許可された者が提出する在学保証書の保証人は１名とし、親権者若しくはそれに準ず

る者とする。 

２ 保証人が姓名を変え、又は転居したときは、速やかにその旨を届け出なければならない。 

３ 死亡、転居その他の事由により保証人がその資格を失ったときは、直ちに保証人を別に定め、改

めて在学保証書を提出しなければならない。 

（休学） 

第23条 休学しようとする者は、所定の手続を経て、許可を受けなければならない。 

２ 休学の期間が満了した時点で、復学となる。 

（休学の期間） 

第24条 休学の期間は、１学期又は１年間（２学期）とする。なお、やむをえない事由があるときは、

期間の延長を許可することがある。ただし、引続き２年を超えることはできない。また、通算４年

（８学期）を超えてはならない。 

（退学） 

第25条 退学しようとする者は、所定の手続を経て、許可を受けなければならない。 

２ 退学しようとする学期の学費が未納の場合は、第42条第２項を準用する。 

３ 再入学は、学期の始めに限り、願い出により、選考のうえ許可することがある。 

（転入学・編入学） 

第26条 本学に転入学又は編入学を願い出た者については、選考のうえ、相当年次に入学を許可する

ことがある。 

２ 本学に転入学できる者は、大学（外国の大学又はこれに相当する高等教育機関を含む）を卒業し

た者、退学した者又は一定期間在学した者とする。 

３ 本学に編入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(１) 短期大学（外国の短期大学及び、我が国における、外国の短期大学相当として指定された学
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校（文部科学大臣指定外国大学（短期大学相当）日本校）を含む。）、高等専門学校、国立工業

教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した者 

(２) 専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第132条の規定により大学に編入学する

ことができる者 

(３) 高等学校等の専攻科の課程を修了した者のうち学校教育法第58条の２の規定により大学に編

入学することができる者 

(４) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）附則第７条に定める従前の規定による高等

学校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し、又は卒業した者 

（転学部・転学科） 

第27条 転学部・転学科は、春学期の始めに限り、願い出により、選考のうえ許可することがある。

転学部・転学科については別に定める。 

（転籍） 

第27条の２ 通信課程から通学課程への転籍は、春学期の始めに限り、願い出により、選考のうえ許

可することがある。通信課程から通学課程への転籍については別に定める。 

（転学） 

第28条 他の大学に転学を志望する者は、所定の手続を経て、その許可を願い出なければならない。 

（留学） 

第28条の２ 外国の大学又はこれに相当する高等教育機関において修学することを志望する者は、許

可を得て留学することができる。 

２ 前項の留学の期間は、第17条に定める在学年数に含めることができる。 

３ 留学に関する学内手続その他については、別に定める。 

第７章 職員組織 

（教員組織） 

第29条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教及び助手を置く。 

２ 前項に定める教員について、任期の定めのある教員を置くことができる。 

３ 本学に、副学長を置くことができる。 

４ 前３項の教員は、次の職務に従事する。 

(１) 学長は、大学全般の校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

(２) 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

(３) 教授、准教授及び助教は、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

(４) 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

(５) 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な職務に従事する。 

５ 本学に、名誉教授、客員教授、顧問及び参与を置くことができる。 

６ 本学の教員は、本学が定める役割を分担し、かつ連携して組織的な教育を行うことに努めるもの

とする。 

（学部長・副学部長） 

第30条 各学部に学部長及び副学部長を置く。 

２ 学部長は、学長を補佐し、当該学部に関する校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

３ 副学部長は、学部長を補佐する。 

（各種委員会） 

第31条 本学に、学長の諮問機関として学長室会議及び各種委員会を置く。 

２ 委員会に関する細則は、別に定める。 

（事務局） 

第32条 本学に、事務職員を置き、事務局を設ける。 

２ 事務局に関する規程は、別に定める。 

第８章 大学教育研究評議会及び教授会 

（大学教育研究評議会） 

第33条 本学に大学全般にわたる教育及び研究に関する審議機関として大学教育研究評議会（以下「大

学評議会」という。）を置く。 

２ 大学評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 
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(１) 学生の入学、卒業に関する事項 

(２) 学位の授与に関する事項 

(３) 教育課程の編成に関する事項 

(４) 教員の人事に関する事項 

３ 大学評議会は、前項に規定するもののほか、次に掲げる教育研究に関する事項について審議し、

及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

(１) 教務に関する事項 

(２) 学生の厚生補導に関する事項 

(３) 学則、規則等の制定、改廃に関する事項 

(４) 各種委員会の設置並びに廃止に関する事項 

(５) 学長の諮問事項 

(６) その他全学的な研究及び教育に関する事項 

４ 大学評議会については、この学則に定めるもののほか、別に定める。 

（学部教授会） 

第34条 各学部に学部教授会を置く。 

２ 学部教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業 

(２) 学位の授与 

(３) 教育課程の編成 

(４) 教員の教育研究業績の審査 

３ 学部教授会については、この学則に定めるもののほか、別に定める。 

（構成） 

第35条 大学評議会は、次の各号の者をもって構成する。 

(１) 学長 

(２) 副学長 

(３) 学部長 

(４) 学士課程教育機構長 

(５) 学部選出に基づく専任教員各学部１名 

(６) 教務部長 

(７) 学生部長 

(８) アドミッションズセンター長 

(９) 国際部長 

(10) 研究推進センター長 

(11) 大学事務局長 

２ 学部教授会は、当該学部専任の教授、准教授及び講師をもって構成する。ただし学部長が必要と

認めたときは、専任の助教を出席させることができる。 

３ 前項にかかわらず、看護学部の教授会は、専任の教授、准教授、講師及び助教をもって構成する。 

４ 外国出張中の者、休職中の者及び病気その他の事由により、引続き３か月以上欠勤中の者は、前

２項の構成員に算入しない。 

（招集） 

第36条 大学評議会は、原則として毎月学長が招集する。 

２ 前項のほか、次の各号の一に該当するときは学長が招集する。 

(１) 学長が必要と認めたとき。 

(２) 大学評議会の構成員の３分の１以上の要請があったとき。 

３ 学部教授会は、次の各号の一に該当するとき、学部長が招集する。 

(１) 学長又は学部長が必要と認めたとき。 

(２) 学部教授会の構成員の３分の１以上の要請があったとき。 

（議長） 

第37条 大学評議会は、学長が議長となる。ただし、学長にさしつかえのあるときは、学長があらか

じめ指名する副学長が議長となる。 
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２ 学部教授会は、学部長が議長となる。ただし、学部長にさしつかえのあるときは、学部長があら

かじめ指名する教授が議長となる。 

（成立） 

第38条 大学評議会は、構成員の半数以上の出席をもって成立する。ただし、大学運営並びに教員人

事に関する重要事項については、３分の２以上の出席をもって成立するものとする。 

２ 学部教授会は、構成員の半数以上の出席をもって成立する。ただし、学部運営並びに教員の教育

研究業績の審査に関する重要事項については、３分の２以上の出席をもって成立するものとする。 

（議決） 

第39条 大学評議会の議決は、出席構成員の過半数によるものとし、可否同数のときは議長がこれを

決する。 

２ 学部教授会の議決は、出席構成員の過半数によるものとし、可否同数のときは議長がこれを決す

る。 

第９章 検定料、学費 

（学費） 

第40条 学費とは、入学金、授業料、実習費、在籍料をいう。 

２ 本学の検定料及び学費は、別表第18のとおりとする。 

３ 在学中学費について変更のあった場合には、改定された金額を納付しなければならない。 

４ 学費は、学期の始めに納めなければならない。ただし、学費の延納を願い出た者については、許

可することがある。 

５ 休学中の学費は、別表第18に定める金額とする。 

（給付又は免除） 

第41条 学業優秀な者に対しては、奨学金等を給付又は学費の全額若しくは一部を免除することがあ

る。詳細は別に定める。 

２ 経済的事由その他やむをえない事情があると認められた者に対しては、奨学金等を給付又は学費

の全額若しくは一部を免除若しくはその徴収を猶予することがある。詳細は別に定める。 

（学費未納退学） 

第42条 当該学期の学費を納付しない者は、退学を命じる。 

２ 前項により退学を命じられた者については、当該学期の単位認定は行なわない。また当該学期は

在学期間に算入しない。 

（退学等の学費） 

第43条 学期の中途において退学した者又は停学若しくは退学を命ぜられた者は、別に定める場合を

除き、その学期の学費を納めなければならない。 

（返還） 

第44条 いったん納めた学費は、いかなる事由があっても返還しない。 

第10章 賞罰 

（授賞） 

第45条 人物、学業ともに優秀な者には、所定の手続を経て、表彰することができる。 

（懲戒） 

第46条 本学の諸規則に違背し、若しくは秩序を乱し、又は学生の本分に反する行為があったときは、

所定の手続を経て懲戒する。 

２ 懲戒は、その情状によって戒告、停学及び退学の３種とする。 

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する学生につきこれを行うことができる。 

(１) 性行不良で、改善の見込みがないと認められる者 

(２) 学内の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

(３) 正当な理由なくして、出席常でない者 

第11章 科目等履修生、研究生、特別履修生及び外国人学生 

（科目等履修生） 

第47条 科目等履修生として、１科目又は数科目の履修を志願する者は、学生の履修に妨げのない限

り、選考のうえ許可することがある。 

２ 科目等履修生の諸納付金は、別表第19のとおりとする。 
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３ 科目等履修生については、第４条、第５条、第11条、第17条、第18条、第40条及び別に定めると

ころを除き、本学則を準用する。 

（研究生） 

第47条の２ 研究生として特定の事項について研究を希望する者は、支障のない場合に限り、選考の

うえ許可することがある。 

２ 研究生の諸納付金は、別表第19のとおりとする。 

３ 研究生については、第４条、第５条、第11条、第17条、第18条、第40条及び別に定めるところを

除き、本学則を準用する。 

（特別履修生） 

第47条の３ 次の各号の一に該当する者で、本学則に定める授業科目の履修を希望する者があるとき

は、教育上に支障のない限り、特別履修生として許可することがある。 

(１) 本学大学院の学生 

(２) 本学交換留学生及び本学別科の学生 

(３) 創価女子短期大学の学生 

(４) 本学と単位互換協定を締結している他大学等の学生 

(５) 八王子学園都市大学の受講生 

(６) アドバンスドプレイスメントを受講する高校生 

２ 特別履修生の諸納付金は、別表第19のとおりとする。 

３ 特別履修生については、別に定めるところを除き、本学則を準用する。 

（外国人学生） 

第48条 本学に入学を希望する外国人については、選考のうえ入学を許可することがある。 

２ 外国人学生については、別に定めるところを除き、本学則を準用する。 

第12章 図書館、研究所 

（図書館） 

第49条 本学に図書館を置き、図書その他の文献及び研究資料を収集管理し、教職員及び学生の閲覧

に供する。 

２ 図書館に関する規定は、別に定める。 

（研究所） 

第50条 本学に研究所を置くことができる。 

２ 研究所に関する規定は、別に定める。 

第13章 公開講座 

（公開講座） 

第51条 本学に、基礎科学及び応用科学に関する公開講座を設けることができる。 

第14章 厚生、保健施設 

（学生寮） 

第52条 本学に学生寮を置く。 

２ 学生寮に関する規定は、別に定める。 

（保健センター、学生相談室） 

第53条 本学に保健センターを置き、保健衛生をつかさどる。 

２ 本学に学生相談室を置き、各種相談をつかさどる。 

附 則 

本学則は、昭和46年４月１日から施行する。 

附 則（昭和47年４月１日） 

本学則は、昭和47年４月１日から施行する。 

附 則（昭和48年４月１日） 

１ 本学則は、昭和48年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る第９条第２項及び第11条第４号については、本学則に

かかわらず、なお従前の例による。 

附 則（昭和50年４月１日） 

１ 本学則は、昭和50年４月１日から施行する。 
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２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る第11条第１項第２号及び別表第１、別表第４について

は、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（昭和51年４月１日） 

１ 本学則は、昭和51年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る第11条第１項第４号、第11条の４、第40条、別表第２、

別表第３、別表第５及び別表第９については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（昭和52年４月１日） 

１ 本学則は、昭和52年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る第40条、別表第３、別表第９については、本学則にか

かわらず、なお従前の例による。 

附 則（昭和53年４月１日） 

１ 本学則は、昭和53年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る別表第２、別表第４、別表第５、別表第７、別表第８、

別表第10については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 第40条第１号検定料については、昭和53年度入学生から適用する。 

附 則（昭和54年４月１日） 

１ 本学則は、昭和54年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、現に在学する学生に係る第40条の適用については、本学則にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則（昭和55年４月１日） 

１ 本学則は、昭和55年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和53年以前に在学した学生に係る第40条及び昭和54年以前に在学した学生に

係る別表第３、別表第７、別表第８、別表第10及び別表第11の適用については、本学則にかかわら

ず、なお従前の例による。 

３ 第40条第１号の検定料については、昭和55年度入学志願者から適用する。 

附 則（昭和56年４月１日） 

１ 本学則は、昭和56年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和53年以前に在学した学生に係る第40条及び昭和55年以前に在学した学生に

係る第11条第１項第４号及び別表第２、別表第６、別表第８、別表第10、及び別表第11の適用につ

いては、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（昭和57年４月１日） 

１ 本学則は、昭和57年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和56年以前に在学した学生に係る別表第５の適用については、本学則にかか

わらず、なお従前の例による。 

３ 第40条第１号の検定料については、昭和57年度入学志願者から、また第47条第２項第１号及び第

47条の２第２項第１号の選考料については、昭和57年度志願者から、それぞれ適用する。 

附 則（昭和58年４月１日） 

１ 本学則は、昭和58年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和57年以前に在学した学生に係る第40条及び別表第１、別表第３、別表第４、

別表第６、別表第７、別表第８の適用については、本学則にかかわらずなお従前の例による。 

附 則（昭和59年４月１日） 

１ 本学則は、昭和59年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和58年以前に在学した学生に係る第40条及び別表第２、別表第３、別表第５、

別表第６、別表第７、別表第８の適用については、本学則にかかわらずなお従前の例による。 

附 則（昭和60年４月１日） 

１ 本学則は、昭和60年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和59年以前に在学した学生に係る第11条、第40条、第47条、第47条の２及び

別表第１、別表第２、別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第８の適用につ

いては、本学則にかかわらずなお従前の例による。 

附 則（昭和61年４月１日） 
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１ 本学則は、昭和61年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和60年以前に在学した学生に係る第４条、第11条の２、第11条の３、第40条、

第47条、第47条の２及び別表第２、別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第

８の適用については、本学則にかかわらずなお従前の例による。 

附 則（昭和62年４月１日） 

１ 本学則は、昭和62年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和61年以前に在学した学生に係る第40条、第47条、第47条の２及び、別表第

２、別表第３、別表第６、別表第８の適用については本学則にかかわらずなお従前の例による。 

附 則（昭和63年４月１日） 

１ 本学則は、昭和63年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和62年以前に在学した学生に係る第11条、第40条、及び別表第５の適用につ

いては、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成元年４月１日） 

１ 本学則は、平成元年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、昭和63年以前に在学した学生に係る第11条、第11条の２、第11条の４、第40条、

別表第１、別表第４、別表第８、別表第９、別表第10、別表第11及び別表第12の適用については、

本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成２年４月１日） 

１ 本学則は、平成２年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成元年度以前に在学した学生に係わる第11条、第11条の２、第11条の３第11

条の４、第11条の５、第40条、別表第１、別表第２、別表第３、別表第４、別表第５、別表第10、

別表第11、別表第12、別表第13、別表第14、別表第15及び別表第16の適用については、本学則にか

かわらず、なお従前の例による。 

３ 日本語日本文学科並びに外国語学科については、第４条にかかわらず平成２、３、４年度の総定

員は次のとおりとする。 

 平成２年度 平成３年度 平成４年度 

日本語日本文学科 50人 100人 150人 

外国語学科    

中国語専攻 30人 60人 90人 

ロシア語専攻 30人 60人 90人 

附 則（平成３年４月１日） 

１ 本学則は、平成３年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成２年度以前に入学した学生に係わる第４条、第９条、第11条、第11条の２、

第11条の４、第11条の５、第18条、第40条、第47条、第47条の２、別表第１、別表第２、別表第10、

別表第13及び別表第14の適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。ただし、別

表第１及び別表第２のうち、教員免許状取得に係わる科目については、平成２年度に入学した学生

にも適用する。 

３ 本学則施行の際、第11条の３、別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第11

及び別表第15については、平成２年度に入学した学生にも適用する。 

４ 情報システム学科並びに生物工学科については、第４条にかかわらず平成３、４、５年度の総定

員は次のとおりとする。 

 平成３年度 平成４年度 平成５年度 

情報システム学科 80人 160人 240人 

生物工学科 80人 160人 240人 

５ 経営学科並びに教育学科については、第４条にかかわらず平成３年度から平成11年度の入学定員

は次のとおりとする。 

経営学科   300名 

教育学科   100名 

附 則（平成４年４月１日） 
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１ 本学則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、第17条及び第18条については、平成４年２

月１日から適用する。 

２ 本学則施行の際、平成３年度以前に入学した学生に係わる第12条及び別表第３の適用については、

本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成５年４月１日） 

１ 本学則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、第11条の３、別表第２、別表第３、別表第10、別表第11、別表第15、別表第17

及び別表第18については、平成４年度に入学した学生にも適用する。 

附 則（平成６年４月１日） 

１ 本学則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成５年度以前に入学した学生に係わる第11条別表第１及び別表第３の適用に

ついては、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成７年４月１日） 

１ 本学則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ 平成６年度以前に入学した学生に係る第４条、第９条、第11条、第11条の２、第11条の３及び別

表第１から別表第18までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成８年４月１日） 

１ 本学則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、改正後の別表第１－１については、平成７年度以降に入学した学生に適用する。 

３ 平成７年度以前に入学した学生に係る別表第11、別表第12、別表第15及び別表第16の適用につい

ては、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成９年４月１日） 

１ 本学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成８年度以前に入学した学生に係る別表第11及び別表第14の適用については、

本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成10年４月１日） 

１ 本学則は、平成10年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、別表第18の変更については、平成９年度に入学した学生にも適用し、平成８年

度以前に入学した学生についてはなお従前の例による。 

附 則（平成11年４月１日） 

１ 本学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成10年度以前に入学した学生に係る第９条、第10条、第11条、第11条の２、

第16条、第40条、第41条及び別表第１から第18までの適用については、本学則にかかわらず、なお

従前の例による。 

附 則（平成12年４月１日） 

１ 本学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 経営学部経営学科並びに教育学部教育学科については、第４条にかかわらず平成12年度から平成

16年度の入学定員は、次のとおりとする。 

 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

経営学部経営学科 290名 280名 270名 260名 250名 

教育学部教育学科 96名 92名 88名 84名 80名 

附 則（平成13年４月１日） 

１ 本学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成12年度以前に入学した学生に係る第11条、第11条の２第３項及び第４項、

第17条第２項、別表第３及び別表第10については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 本学則施行の際、第11条の３、別表第13及び別表第15の適用については、平成12年度に入学した

学生に遡及するものとし、それ以前に入学した学生はなお従前の例による。 

４ 本学則施行の際、別表第１、別表第２、別表第５、別表第７、別表第９、別表第11及び別表第12

の適用については、平成11年度に入学した学生に遡及するものとし、それ以前に入学した学生はな
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お従前の例による。 

附 則（平成14年４月１日） 

１ 本学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、別表第３、別表第11及び別表第12の変更については、平成11年度に入学した学

生に遡及して適用するものとする。 

附 則（平成15年４月１日） 

１ 本学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成14年度以前に入学した学生に係る第４条、第11条、第11条の２、第11条の

３及び別表第13から別表第19については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 生命情報工学科および環境共生工学科については、第４条にかかわらず平成15年度から平成17年

度の収容定員は次のとおりとする。 

 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

生命情報工学科 310 300 290 

環境共生工学科 60 120 180 

附 則（平成16年４月１日） 

１ 本学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 経営学部経営学科並びに教育学部教育学科については、第４条にかかわらず平成16年度から平成

18年度の収容定員は、次のとおりとする。 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

経営学部経営学科 1,060名 1,030名 1,010名 

教育学部教育学科 344名 332名 324名 

附 則（平成17年４月１日） 

本学則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年４月１日） 

１ 本学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 経済学部経済学科、教育学部教育学科及び児童教育学科は、第４条にかかわらず、平成18年度か

ら平成20年度の収容定員を次のとおりとする。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 

経済学部経済学科 1,150名 1,100名 1,050名 

教育学部教育学科 344名 360名 380名 

教育学部児童教育学科 310名 340名 370名 

附 則（平成19年４月１日） 

１ 本学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成18年度以前に入学した学生に係る第11条、第11条の２、第16条、第17条及

び別表第１から第16までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成20年４月１日） 

本学則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年３月28日） 

本学則は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月27日学則第４号） 

本学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年４月１日学則第１号） 

本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年５月25日学則第２号） 

本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年10月２日学則第４号） 

本学則は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月24日学則第６号） 

この学則は、平成23年４月１日から施行する。 
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附 則（平成24年３月29日学則第３号） 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 平成24年３月31日に在学し、かつ改正前の学則の定めによって学芸員の資格の取得をしようとす

る者に係る規定並びに学芸員に関する科目及び単位数については、なお従前の例による。 

附 則（平成24年４月27日学則第１号） 

１ 本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 法学部法律学科、文学部人間学科、教育学部教育学科、工学部情報システム工学科、工学部生命

情報工学科及び看護学部看護学科は、第４条にかかわらず、平成25年度から平成27年度の収容定員

を次のとおりとする。 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

法学部法律学科 1,150名 1,100名 1,050名 

文学部人間学科 1,540名 1,520名 1,500名 

教育学部教育学科 380名 360名 340名 

工学部情報システム工学科 310名 300名 290名 

工学部生命情報工学科 260名 240名 220名 

看護学部看護学科 80名 160名 240名 

附 則（平成24年８月24日学則第２号） 

この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月29日学則第６号） 

１ 本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成25年度以前に入学した学生に係る第４条、第９条、第11条、第11条の３及

び別表第１から別表第15までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 経済学部経済学科、経営学部経営学科、工学部情報システム工学科、工学部生命情報工学科、工

学部環境共生工学科、理工学部理工学科、国際教養学部国際教養学科は、第４条にかかわらず、平

成26年度から平成28年度の収容定員を次のとおりとする。 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

経済学部経済学科 950名 900名 850名 

経営学部経営学科 950名 900名 850名 

工学部情報システム工学科 230名 150名 70名 

工学部生命情報工学科 190名 120名 50名 

工学部環境共生工学科 180名 120名 60名 

理工学部理工学科 180名 360名 540名 

国際教養学部国際教養学科 80名 160名 240名 

附 則（平成25年３月29日学則第７号） 

本学則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年５月21日学則第１号） 

１ 本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成25年度以前に入学した学生に係る第４条、第９条、第11条、第11条の３及

び別表第１から別表第16までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 工学部情報システム工学科、工学部生命情報工学科、工学部環境共生工学科、理工学部情報シス

テム工学科、理工学部理工学科は、第４条にかかわらず、平成26年度から平成28年度の収容定員を

次のとおりとする。 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

工学部情報システム工学科 230名 150名 70名 

工学部生命情報工学科 190名 120名 50名 

工学部環境共生工学科 180名 120名 60名 

理工学部情報システム工学科 70名 140名 210名 

理工学部理工学科 110名 220名 330名 

附 則（平成25年９月４日学則第３号） 
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この学則は、平成25年９月４日から施行する。 

附 則（平成26年１月25日学則第４号） 

１ 本学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成25年度以前に入学した学生に係る第４条、第９条、第11条、第11条の３及

び別表第１から別表15までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 経済学部経済学科、経営学部経営学科、国際教養学部国際教養学科は、第４条にかかわらず、平

成26年度から平成28年度の収容定員を次のとおりとする。 

 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

経済学部経済学科 950名 900名 850名 

経営学部経営学科 950名 900名 850名 

国際教養学部国際教養学科 80名 160名 240名 

附 則（平成26年３月22日学則第７号） 

この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年５月24日学則第１号） 

１ 本学則は、平成26年５月24日から施行する。 

２ 本学則施行の際、別表第７、別表第８および別表第９の適用については、平成26年度に入学した

学生に遡及するものとし、それ以前に入学した学生はなお従前の例による。 

附 則（平成26年５月24日学則第２号） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成26年度以前に入学した学生に係る第４条、第９条、第11条、第11条の３及

び別表第１から別表16までの適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 工学部情報システム工学科、工学部生命情報工学科、工学部環境共生工学科、理工学部情報シス

テム工学科、理工学部共生創造理工学科は、第４条にかかわらず、平成27年度から平成29年度の収

容定員を次のとおりとする。 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

工学部情報システム工学科 220名 140名 70名 

工学部生命情報工学科 170名 100名 50名 

工学部環境共生工学科 180名 120名 60名 

理工学部情報システム工学科 80名 160名 240名 

理工学部共生創造理工学科 100名 200名 300名 

附 則（平成26年12月20日学則第４号） 

この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年１月31日学則第８号） 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ この学則施行の際、別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７および別表第８の適用

については、平成26年度生に遡及するものとし、その外の学生はなお従前の例による。 

附 則（平成27年３月20日学則第11号） 

１ 本学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成26年度以前に入学した学生に係る第11条の３及び別表第７、第８の適用に

ついては、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成28年１月23日学則第７号） 

この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月25日学則第８号） 

１ 本学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成27年度以前に入学した学生に係る第11条の３については、本学則にかかわ

らず、なお従前の例による。 

附 則（平成28年８月13日学則第１号） 

この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年１月28日学則第４号） 
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この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成29年１月28日学則第５号） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成29年度以前に入学した学生に係る第11条の３適用については、本学則にか

かわらず、なお従前の例による。 

３ 経済学部経済学科、法学部法律学科、文学部人間学科、経営学部経営学科、国際教養学部国際教

養学科は、第４条にかかわらず、平成30年度から平成32年度の収容定員を次のとおりとする。 

 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

経済学部経済学科 808名 816名 806名 

法学部法律学科 998名 996名 986名 

文学部人間学科 1,500名 1,520名 1,500名 

経営学部経営学科 816名 832名 822名 

国際教養学部国際教養学科 330名 340名 350名 

附 則（平成29年３月27日学則第11号） 

本学則は、平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成30年２月17日学則第１号） 

１ 本学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成29年度以前に入学した学生に係る第11条第１項及び別表第２（その１）、

別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第８、別表第12、別表第13、別表第14

の適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成30年３月20日学則第５号） 

この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年１月26日学則第４号） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成30年度以前に入学した学生に係る第11条第１項、第４項、第16条第１項、

第４項及び別表第２（その１）、別表第２（その２）、別表第４、別表第８、別表第９、別表第10、

別表第13、別表第14、別表第15の適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。但

し、別表第３については、平成29年度入学生まで遡及して適用する。 

附 則（平成31年３月22日学則第13号） 

１ 本学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、平成26年度以前生（看護学部は平成28年度以前生、国際教養学部生は平成29年

度以前生）に係る第40条における学費は、入学金、授業料、実験実習費、施設設備費、保健費とす

る。 

附 則（令和２年３月26日学則第１号） 

１ 本学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2019年度以前に入学した学生に係る第11条の６、別表第２（その１）、別表第

３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第10、別表第12、別表第15、別表第17および

別表第18の(３)における社会教育主事課程及び公認心理師養成課程の適用については、本学則にか

かわらず、なお従前の例による。 

３ 前項にかかわらず、別表第４における新設科目、コース指定及び「会社法」の廃止、別表第６及

び別表第10については、2019年度入学生まで遡及して適用する。 

附 則（令和２年５月25日学則第１号） 

本学則は、令和２年６月１日から施行する。 

附 則（令和３年１月23日学則第６号） 

１ 本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、別表第４については、2019年度生まで遡及して適用する。 

３ 2020年度以前生に係る別表第５、別表第７、別表第16および別表第17の適用については、本学則

にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和３年３月26日学則第７号） 
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１ 本学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2020年度以前に入学した学生に係る、別表第２（その１）の適用については、

本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 本学則施行の際、別表第４のＧＬＰ科目の履修年次については、2019年度生まで遡及して適用す

る。また、同別表の国際平和・外交コースを追加した科目については、2020年度生まで遡及して適

用する。 

４ 本学則施行の際、別表第８については、2018年度生まで遡及して適用する。 

附 則（令和３年３月26日学則第13号） 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月26日学則第15号） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2021年度以前に入学した学生に係る第11条第１項及び別表第１、別表第２（そ

の１）、別表第２（その２）、別表第11の適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例に

よる。 

附 則（令和４年１月22日学則第１号） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 理工学部情報システム工学科及び理工学部共生創造理工学科は、第４条にかかわらず、令和５年

度から令和７年度の収容定員を次のとおりとする。 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

理工学部情報システム工学科 330名 340名 350名 

理工学部共生創造理工学科 390名 380名 370名 

附 則（令和４年３月25日学則第３号） 

１ 本学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2021年度以前に入学した学生に係る第11条第１項及び別表第２（その１）、別

表第３、別表第７、別表第８、別表第13、別表第14の適用については、本学則にかかわらず、なお

従前の例による。 

３ 本学則施行の際、別表第５及び別表第６の適用については、2018年度以降に入学した学生まで遡

及して適用する。 

４ 本学則施行の際、別表第18の適用については、2022年度入学試験まで遡及して適用する。 

附 則（令和５年３月24日学則第７号） 

１ 本学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2022年度以前に入学した学生に係る第11条第１項及び別表第２（その１）、別

表第２（その２）、別表第３、別表第４、別表第５、別表第６、別表第７、別表第８、別表第９、

別表第10、別表第12、別表第13、別表第14、別表第15及び別表第17の適用については、本学則にか

かわらず、なお従前の例による。 

３ 本学則施行の際、別表第２（その１）及び別表第２（その２）のキャリア教育系科目群並びに別

表第５のＥＭＰ科目の適用については、2018年度に入学した学生まで遡及して適用する。 

附 則（令和６年３月○日学則第〇号） 

１ 本学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 本学則施行の際、2023年度以前生に係る別表第４、別表第７、別表第８、別表第10、別表第12、

別表第13及び別表第14の適用については、本学則にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 本学則施行の際、別表第12の「Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅｃｔｕｒｅ ⅩⅢ」及び「Ｓｐｅｃｉａｌ 

Ｌｅｃｔｕｒｅ ⅩⅣ」の２科目については、2018年度入学生まで遡及して適用する。 

４ 本学則施行の際、別表第７の「学校体験活動Ⅰ～Ⅳ(中)」及び別表第８の「学校体験活動Ⅰ～Ⅳ

（幼・小）」の適用については、第２項にかかわらず、2021年度入学生から2023年度生までは「学

校インターシップⅠ～Ⅳ」と科目を読み替えて適用する。 

５ 本学則施行の際、別表第18の各入試の検定料については、令和５年９月１日に遡及して適用する。 

 

別表第１ 
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（各学部の人材養成の目的） 

(１) 経済学部は、次のことを教育目的とする。 

ア 体系的な経済学教育を通して、問題発見・解決能力と論理的思考力を備えた人材を育成する。 

イ 英語による経済学教育を通して、グローバル社会で役立つコミュニケーション力を備えた人

材を育成する。 

ウ 人間主義に基づく経済学教育を通して、人間を温かい目で見ることの出来る、世界に通用す

る人材を育成する。 

(２) 法学部は、法律学・政治学の研究と教育を通して、次のことを目的とする。 

ア 民衆の側に立ち、正義の実現のために行動する健全なリーガルマインドを身につけた人材を

育成する。 

イ 人権を尊重し、平和実現のためにたゆまず努力を続ける人材を世界に輩出する。 

ウ 人間主義を基調とした新たな法文化創造の担い手を養成する。 

(３) 文学部は、「生命の尊厳の探究者たれ」「人類を結ぶ世界市民たれ」「人間主義の勝利の指

導者たれ」との三指針を掲げ、言語、文学、哲学、歴史、社会など、広範な文化領域にわたる教

育および研究を通して、真の教養を備えた「全体人間」「創造的人間」として、内外に活躍しう

る人材を育成する。 

(４) 経営学部は、建学の精神を基礎として経営の研究・教育を行ない、次のような人材の育成を

目的とする。 

ア 人間主義に立脚した人材 

イ 問題解決に必要な専門知識と手法を持つ人材 

ウ 国際舞台で通用する人材 

(５) 教育学部は、教育学科、児童教育学科ともに、建学の精神にある人間主義に基づいた学問研

究と教育実践を行うことにより、「人間教育とは何か」について探究し、その精神を基盤にして、

将来のさまざまな場面における問題を、教育学的・心理学的視点から、高度な知識と技術をもっ

て解決できる人間を育成する。 

(６) 理工学部は、建学の精神を尊び、他者に尽くす哲学的精神性を基盤として、工学・理工学の

基礎力と応用力さらには展開力、語学能力、コミュニケーション能力に裏打ちされた国際適応力、

総合的人間力・リーダシップを有する人材を育成する。 

(７) 看護学部は、幅広い教養を基盤として、看護に関わる「知」「技」「人間力」を養い、社会

の中で継起する新たな課題・ニーズに対して果敢に挑み、時代の要請に応える看護学を探究する

とともに、ヒューマンケアを通じて社会に貢献できる人材の養成を目的とする。 

(８) 国際教養学部は、グローバル化が進展する社会に生ずる諸課題に対する学際的理解・分析・

解決方法の提示を通じて、以下の資質と能力を備える人材を育成する。 

ア 実践的英語コミュニケーション能力と異文化理解力 

イ 人文学・社会科学分野に亘る学際的知識 

ウ 創造的な課題解決能力 

別表第２（その１） 

共通科目（看護学部を除く） 

科目群 授業科目 
授業時

間 

必修・選択及

び単位数 年次 備考 

必修 選択 

基礎

科目 

初年

次セ

ミナ

ー 

初年次セミナー 30  ２ １ ※理工学部生以

外履修可 

初年次プロジェクト（情報） 30  ２ １ ※情報システム

工学科生のみ

履修可 

初年次プロジェクト（共生創

造） 

30  ２ １ ※共生創造理工

学科生のみ履

修可 
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学術

文章

作法 

学術文章作法Ⅰ 30  ２ １  

学術文章作法Ⅱ 30  ２ １～４ 
 

 思考技術基礎 30  ２ １  

大学

科目 

 人間教育論Ａ 30  ２ １～４  

人間教育論Ｂ 30  ２ １～４  

創価教育論 30  ２ １～４  

ＳＯＫＡ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 15  １ １～４  

現代文明論 30  ２ １～４  

大学史の中の創価大学 30  ２ １～４  

共通基礎演習 30  ２ １～４  

人間教育論応用 30  ２ １～４  

ＧＣＰチュートリアルⅠ 30  １ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＧＣＰチュートリアルⅡ 30  １ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＧＣＰチュートリアルⅢ 30  １ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＧＣＰチュートリアルⅣ 30  １ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

言語

科目 

英語 ＥｎｇｌｉｓｈⅠ 60  ２ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅡ 60  ２ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅢ 30  １ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅣ 30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎ

ｉｃａｔｉｏｎ Ａｄｖａｎｃ

ｅｄ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ Ⅰ 

60  ２ １～４ 

 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎ

ｉｃａｔｉｏｎ Ａｄｖａｎｃ

ｅｄ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ Ⅱ 

60  ２ １～４ 

 

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔｉ

ｏｎ ＴＯＥＦＬ Ⅰ 

30  １ １～４ 
 

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔｉ

ｏｎ ＴＯＥＦＬ Ⅱ 

30  １ １～４ 
 

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔｉ

ｏｎ ＴＯＥＩＣ Ⅰ 

30  １ １～４ 
 

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔｉ

ｏｎ ＴＯＥＩＣ Ⅱ 

30  １ １～４ 
 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｓｕｍｍｅｒ 

Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ Ｓｕｍｍ

ｅｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

ＩＥＬＴＳ Ｓｕｍｍｅｒ Ｉ

ｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｗｉｎｔｅｒ 

Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ Ｗｉｎｔ 30  １ １～４  
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ｅｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

ＩＥＬＴＳ Ｗｉｎｔｅｒ Ｉ

ｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

ＥＡＰ ｆｏｒ Ｇｌｏｂａｌ 

Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ Ⅰ 

60  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＥＡＰ ｆｏｒ Ｇｌｏｂａｌ 

Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ Ⅱ 

60  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＥＡＰ ｆｏｒ Ｇｌｏｂａｌ 

Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ Ⅲ 

60  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

ＥＡＰ ｆｏｒ Ｇｌｏｂａｌ 

Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉｐ Ⅳ 

60  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ Ⅰ 

60  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ Ⅱ 

60  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ Ⅲ 

60  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ Ⅳ 

60  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ⅰ 

60  ２ １～２ ※文学部留学準

備プログラム

登録者のみ履

修可 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄ

ａｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｇｌｏ

ｂａｌ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ⅱ 

60  ２ １～２ ※文学部留学準

備プログラム

登録者のみ履

修可 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｌａｎｇｕａ

ｇｅ Ｓｋｉｌｌｓ ｆｏｒ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｍｏｂｉｌｉｔ

ｙ Ⅰ 

60  ２ １～２ ※文学部留学準

備プログラム

登録者のみ履

修可 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｌａｎｇｕａ

ｇｅ Ｓｋｉｌｌｓ ｆｏｒ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｍｏｂｉｌｉｔ

ｙ Ⅱ 

60  ２ １～２ ※文学部留学準

備プログラム

登録者のみ履

修可 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｓｔ

ｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅰ 

60  ２ １～４ 
 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｓｔ

ｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅱ 

60  ２ １～４ 
 

ＴＯＥＦＬ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｔｕｄｙ 

60  ２ １～４ 
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Ａｂｒｏａｄ Ⅰ 

ＴＯＥＦＬ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｔｕｄｙ 

Ａｂｒｏａｄ Ⅱ 

60  ２ １～４ 

 

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｃａｒ

ｅｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ⅰ 

60  ２ １～４ 

 

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ Ｅ

ｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｃａｒ

ｅｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ⅱ 

60  ２ １～４ 

 

ＴＯＥＩＣ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｃａｒｅｅｒ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ⅰ 

60  ２ １～４ 

 

ＴＯＥＩＣ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｃａｒｅｅｒ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ Ⅱ 

60  ２ １～４ 

 

ドイ

ツ語 

ドイツ語Ⅰ 60  ２ １～４  

ドイツ語Ⅱ 60  ２ １～４  

ドイツ語Ⅲ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅳ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅴ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅵ 30  １ １～４  

フラ

ンス

語 

フランス語Ⅰ 60  ２ １～４  

フランス語Ⅱ 60  ２ １～４  

フランス語Ⅲ 30  １ １～４  

フランス語Ⅳ 30  １ １～４  

フランス語Ⅴ 30  １ １～４  

フランス語Ⅵ 30  １ １～４  

中国

語 

中国語Ⅰ 60  ２ １～４  

中国語Ⅱ 60  ２ １～４  

中国語Ⅲ 30  １ １～４  

中国語Ⅳ 30  １ １～４  

中国語Ⅴ 30  １ １～４  

中国語Ⅵ 30  １ １～４  

Ｄ．Ｄ．中国語Ⅰ 30  １ １～４ ※文学部ＤＤコ

ース履修者の

み履修可 

Ｄ．Ｄ．中国語Ⅱ 30  １ １～４ ※文学部ＤＤコ

ース履修者の

み履修可 

Ｄ．Ｄ．中国語Ⅲ 30  １ １～４ ※文学部ＤＤコ

ース履修者の

み履修可 

Ｄ．Ｄ．中国語Ⅳ 30  １ １～４ ※文学部ＤＤコ

ース履修者の
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み履修可 

ロシ

ア語 

ロシア語Ⅰ 60  ２ １～４  

ロシア語Ⅱ 60  ２ １～４  

ロシア語Ⅲ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅳ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅴ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅵ 30  １ １～４  

スペ

イン

語 

スペイン語Ⅰ 60  ２ １～４  

スペイン語Ⅱ 60  ２ １～４  

スペイン語Ⅲ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅳ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅴ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅵ 30  １ １～４  

イタ

リア

語 

イタリア語Ⅰ 60  ２ １～４  

イタリア語Ⅱ 60  ２ １～４  

イタリア語Ⅲ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅳ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅴ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅵ 30  １ １～４  

韓国

語 

韓国語Ⅰ 60  ２ １～４  

韓国語Ⅱ 60  ２ １～４  

韓国語Ⅲ 30  １ １～４  

韓国語Ⅳ 30  １ １～４  

韓国語Ⅴ 30  １ １～４  

韓国語Ⅵ 30  １ １～４  

ポル

トガ

ル語 

ポルトガル語Ⅰ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅱ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅲ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅳ 30  １ １～４  

アラ

ビア

語 

アラビア語Ⅰ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅱ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅲ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅳ 30  １ １～４  

スワ

ヒリ

語 

スワヒリ語Ⅰ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅱ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅲ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅳ 30  １ １～４  

タイ

語 

タイ語Ⅰ 30  １ １～４  

タイ語Ⅱ 30  １ １～４  

タイ語Ⅲ 30  １ １～４  

タイ語Ⅳ 30  １ １～４  

トル

コ語 

トルコ語Ⅰ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅱ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅲ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅳ 30  １ １～４  
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ブル

ガリ

ア語 

ブルガリア語Ⅰ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅱ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅲ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅳ 30  １ １～４  

イン

ドネ

シア

語 

インドネシア語Ⅰ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅱ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅲ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅳ 30  １ １～４  

ベト

ナム

語 

ベトナム語Ⅰ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅱ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅲ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅳ 30  １ １～４  

その

他 

言語演習Ⅰ 30  １ １～４  

言語演習Ⅱ 30  １ １～４  

言語演習Ⅲ 30  １ １～４  

言語演習Ⅳ 30  １ １～４  

日本

語・

日本

文化

科目 

（言

語科

目に

含

む） 

 日本語Ⅰ 60  ４ １～４ ※外国人留学生

のみ履修可 日本語Ⅱ 60  ４ １～４ 

日本語Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅳ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅴ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅵ 30  ２ １～４ 

日本語基礎 90  ６ １～４ 

日本語総合入門 150  10 １～４ 

日本語総合Ⅰ 150  10 １～４ 

日本語総合Ⅱ 150  10 １～４ 

日本語演習入門 30  ２ １～４ 

日本語演習Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語読解Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅤＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅳ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現入門 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語表現ⅤＡ 30  ２ １～４ 
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日本語表現ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解入門 30  ２ １～４ 

日本語聴解Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語聴解Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅤＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現入門 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅳ 30  ２ １～４ 

初級漢字 30  ２ １～４ 

日本伝統文化 30  ２ １～４ 外国人留学生の

み履修可。但し

卒業単位に含ま

れない自由科目

とする。 

世界

市民

教育

科目 

平

和・

人

権・

環

境・

開発

科目 

平和学入門 30  ２ １～４  

平和と人権 30  ２ １～４  

ライフイベントとジェンダー 30  ２ ３～４  

環境と開発 30  ２ １～４  

環境問題入門 30  ２ １～４  

現代マスコミ論 30  ２ １～４  

地域研究Ａ 30  ２ １～４  

地域研究Ｂ 30  ２ １～４  

日本研究 30  ２ １～４  

世界市民教育演習Ａ 30  ２ ２～４  

世界市民教育演習Ｂ 30  ２ ２～４  

プログラムゼミⅢ 30  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

プログラムゼミⅣ 30  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

サー

ビス

ラー

ニン

グ・

リー

ダー

シッ

プ科

目 

留学のための国際理解 30  ２ １～４  

国際ボランティア実習 60  ２ １～４  

ボランティア入門 30  ２ １～４  

ボランティア実習Ⅰ 30  １ １～４  

ボランティア実習Ⅱ 30  １ ２～４  

八王子学Ⅰ 30  ２ １～４  

八王子学Ⅱ 30  ２ ２～４  

総合科目特講 30  ２ １～４  

トップが語る現代経営Ａ 30  ２ １～４  

トップが語る現代経営Ｂ 30  ２ １～４  

スマート・リーダーシップⅠ 30  ２ １～２  
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スマート・リーダーシップⅡ 30  ２ ２～４  

スマート・リーダーシップⅢ 30  ２ ２～４  

プログラムゼミⅡ 30  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

数

理・

デー

タサ

イエ

ン

ス・

自然

科目 

 データサイエンス入門 30 ２  １  

ＡＩ基礎 30  ２ １  

大学生のための情報・デジタル

リテラシー 

30  ２ １  

基礎数学Ⅰ 30  ２ １～４  

基礎数学Ⅱ 30  ２ １～４  

統計学入門Ⅰ 30  ２ １～４  

統計学入門Ⅱ 30  ２ １～４  

コンピュータ・リテラシーⅠ 30  ２ １～４  

コンピュータ・リテラシーⅡ 30  ２ １～４  

物理科学 30  ２ １～４  

情報科学 30  ２ １～４  

生命科学 30  ２ １～４  

環境科学 30  ２ １～４  

プログラミング 30  ２ １～４  

データサイエンス演習Ａ 30  ２ １～４  

データサイエンス演習Ｂ 30  ２ １～４  

社会システム・ソリューション

Ⅰ 

30  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

社会システム・ソリューション

Ⅱ 

30  ２ ２～４ ※ＧＣＰ所属者

のみ履修可 

人

文・

社

会・

健康

科目 

人文

科学

系科

目 

音楽 30  ２ １～４  

美術 30  ２ １～４  

文学入門 30  ２ １～４  

哲学入門 30  ２ １～４  

倫理学入門 30  ２ １～４  

宗教学入門 30  ２ １～４  

歴史入門 30  ２ １～４  

言語学入門 30  ２ １～４  

社会

科学

系科

目 

法学入門 30  ２ １～４  

日本国憲法 30  ２ １～４  

ミクロ経済学入門 30  ２ １～４  

マクロ経済学入門 30  ２ １～４  

経営学入門 30  ２ １～４  

社会学入門 30  ２ １～４  

国際関係論入門 30  ２ １～４  

政治学入門 30  ２ １～４  

心理学入門 30  ２ １～４  

教養地理学 30  ２ １～４  

教育学入門 30  ２ １～４  

健康体育実技Ａ 30  １ １～４  



28/103 

科学

系科

目 

体育実技Ｂ 30  １ １～４  

体育実技Ｃ 30  １ １～４  

体育実技Ｄ 30  １ １～４  

体育講義 30  ２ １～４  

スポーツフィジカルサイエンス 30  ２ １～４ ※スポーツ推薦

入学者のみ履

修可 

学際

系科

目 

共通総合演習Ａ 30  ２ １～４  

共通総合演習Ｂ 30  ２ １～４ 
 

キャ

リア

教育

系科

目 

 キャリアデザイン基礎 30  ２ １・２  

キャリア開発フォーラム 30  ２ １・２  

ワールドビジネスフォーラム 30  ２ １・２  

グローバル社会とキャリア演習 30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアデザイ

ン基礎（日本語） 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアデザイ

ン基礎（英語） 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアコミュ

ニケーションＡ 

30  ２ １～４ 
 

留学生のためのキャリアコミュ

ニケーションＢ 

30  ２ １～４ 
 

次世代産業とキャリア演習 30  ２ １～４  

グローバル社会と次世代産業 30  ２ ２～４  

公共キャリア演習Ⅰ 30  ２ ２～４  

公共キャリア演習Ⅱ 30  ２ ２～４  

企業研究 30  ２ ２～４  

キャリアビジョン演習Ａ 30  ２ ２  

キャリアビジョン演習Ｂ 30  ２ ３・４  

キャリアビジョン演習Ｃ 30  ２ ３・４  

キャリアビジョン演習Ｄ 30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアビジョ

ン演習 

30  ２ ３・４  

公共キャリア演習Ⅲ 30  ２ ３・４  

公共キャリア演習Ⅳ 30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアコミュ

ニケーションＣ 

30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアコミュ

ニケーションＤ 

30  ２ ３・４  

キャリアトランジション演習 30  ２ ４  

インターンシップ入門 30  ２ １～４  

インターンシップⅠ 30  １ １～４  

インターンシップⅡ 30  １ １～４  

インターンシップⅢ 60  ２ １～４  

インターンシップⅣ 60  ２ １～４  

プログラムゼミⅠ 30  ２ １～４ ※ＧＣＰ所属者
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のみ履修可 

海外

研

修・

実習

科目 

 海外短期研修（英語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅲ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅳ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅴ   １ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅵ   １ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（フランス語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（フランス語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（フランス語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（フランス語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（中国語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（スペイン語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（スペイン語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（スペイン語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（スペイン語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（イタリア語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（イタリア語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（イタリア語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（イタリア語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅲ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅳ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅴ   １ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅵ   １ １～４  

海外インターンシップⅠ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅡ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅢ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅣ 60  ２ １～４  
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海外インターンシップⅤ 30  １ １～４  

海外インターンシップⅥ 30  １ １～４  

別表第２（その２） 

共通科目（看護学部） 

科目群 授業科目 
授業時

間 

必修・選択及

び単位数 年次 備考 

必修 選択 

基礎

科目 

 学術文章作法Ⅰ 30  ２ １  

学術文章作法Ⅱ 30  ２ １～４  

思考技術基礎 30  ２ １  

大学

科目 

 人間教育論Ａ 30  ２ １～４  

人間教育論Ｂ 30  ２ １～４  

創価教育論 30  ２ １～４  

ＳＯＫＡ ｅｄｕｃａｔｉｏ

ｎ 

15  １ １～４  

現代文明論 30  ２ １～４  

大学史の中の創価大学 30  ２ １～４  

共通基礎演習 30  ２ １～４  

人間教育論応用 30  ２ １～４  

言語

科目 

英語 ＥｎｇｌｉｓｈⅠ 60  ２ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅡ 60  ２ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅢ 30  １ １～４  

ＥｎｇｌｉｓｈⅣ 30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕ

ｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｄｖａ

ｎｃｅｄ Ｉｎｔｅｎｓｉｖ

ｅ Ⅰ 

60  ２ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕ

ｎｉｃａｔｉｏｎ Ａｄｖａ

ｎｃｅｄ Ｉｎｔｅｎｓｉｖ

ｅ Ⅱ 

60  ２ １～４  

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ＴＯＥＦＬ Ⅰ 

30  １ １～４  

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ＴＯＥＦＬ Ⅱ 

30  １ １～４  

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ＴＯＥＩＣ Ⅰ 

30  １ １～４  

Ｔｅｓｔ Ｐｒｅｐａｒａｔ

ｉｏｎ ＴＯＥＩＣ Ⅱ 

30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｓｕｍｍｅ

ｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ Ｓｕｍ

ｍｅｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

ＩＥＬＴＳ Ｓｕｍｍｅｒ 

Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｗｉｎｔｅ

ｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

60  ２ １～４  
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ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ Ｗｉｎ

ｔｅｒ Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

ＩＥＬＴＳ Ｗｉｎｔｅｒ 

Ｉｎｔｅｎｓｉｖｅ 

30  １ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｓ

ｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅰ 

60  ２ １～４  

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｓ

ｔｕｄｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅱ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＦＬ Ｐｒｅｐａｒａ

ｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｔｕｄ

ｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅰ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＦＬ Ｐｒｅｐａｒａ

ｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｔｕｄ

ｙ Ａｂｒｏａｄ Ⅱ 

60  ２ １～４  

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｃ

ａｒｅｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐ

ｍｅｎｔ Ⅰ 

60  ２ １～４  

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｃ

ａｒｅｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐ

ｍｅｎｔ Ⅱ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＩＣ Ｐｒｅｐａｒａ

ｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｃａｒｅ

ｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ⅰ 

60  ２ １～４  

ＴＯＥＩＣ Ｐｒｅｐａｒａ

ｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｃａｒｅ

ｅｒ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ⅱ 

60  ２ １～４  

言語

科目 

ドイ

ツ語 

ドイツ語Ⅰ 60  ２ １～４  

ドイツ語Ⅱ 60  ２ １～４  

ドイツ語Ⅲ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅳ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅴ 30  １ １～４  

ドイツ語Ⅵ 30  １ １～４  

フラ

ンス

語 

フランス語Ⅰ 60  ２ １～４  

フランス語Ⅱ 60  ２ １～４  

フランス語Ⅲ 30  １ １～４  

フランス語Ⅳ 30  １ １～４  

フランス語Ⅴ 30  １ １～４  

フランス語Ⅵ 30  １ １～４  

中国

語 

中国語Ⅰ 60  ２ １～４  

中国語Ⅱ 60  ２ １～４  

中国語Ⅲ 30  １ １～４  

中国語Ⅳ 30  １ １～４  

中国語Ⅴ 30  １ １～４  
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中国語Ⅵ 30  １ １～４  

ロシ

ア語 

ロシア語Ⅰ 60  ２ １～４  

ロシア語Ⅱ 60  ２ １～４  

ロシア語Ⅲ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅳ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅴ 30  １ １～４  

ロシア語Ⅵ 30  １ １～４  

スペ

イン

語 

スペイン語Ⅰ 60  ２ １～４  

スペイン語Ⅱ 60  ２ １～４  

スペイン語Ⅲ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅳ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅴ 30  １ １～４  

スペイン語Ⅵ 30  １ １～４  

イタ

リア

語 

イタリア語Ⅰ 60  ２ １～４  

イタリア語Ⅱ 60  ２ １～４  

イタリア語Ⅲ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅳ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅴ 30  １ １～４  

イタリア語Ⅵ 30  １ １～４  

韓国

語 

韓国語Ⅰ 60  ２ １～４  

韓国語Ⅱ 60  ２ １～４  

韓国語Ⅲ 30  １ １～４  

韓国語Ⅳ 30  １ １～４  

韓国語Ⅴ 30  １ １～４  

韓国語Ⅵ 30  １ １～４  

ポル

トガ

ル語 

ポルトガル語Ⅰ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅱ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅲ 30  １ １～４  

ポルトガル語Ⅳ 30  １ １～４  

アラ

ビア

語 

アラビア語Ⅰ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅱ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅲ 30  １ １～４  

アラビア語Ⅳ 30  １ １～４  

スワ

ヒリ

語 

スワヒリ語Ⅰ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅱ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅲ 30  １ １～４  

スワヒリ語Ⅳ 30  １ １～４  

タイ

語 

タイ語Ⅰ 30  １ １～４  

タイ語Ⅱ 30  １ １～４  

タイ語Ⅲ 30  １ １～４  

タイ語Ⅳ 30  １ １～４  

トル

コ語 

トルコ語Ⅰ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅱ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅲ 30  １ １～４  

トルコ語Ⅳ 30  １ １～４  
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ブル

ガリ

ア語 

ブルガリア語Ⅰ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅱ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅲ 30  １ １～４  

ブルガリア語Ⅳ 30  １ １～４  

イン

ドネ

シア

語 

インドネシア語Ⅰ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅱ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅲ 30  １ １～４  

インドネシア語Ⅳ 30  １ １～４  

ベト

ナム

語 

ベトナム語Ⅰ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅱ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅲ 30  １ １～４  

ベトナム語Ⅳ 30  １ １～４  

その

他 

言語演習Ⅰ 30  １ １～４  

言語演習Ⅱ 30  １ １～４  

言語演習Ⅲ 30  １ １～４  

言語演習Ⅳ 30  １ １～４  

日本

語・

日本

文化

科目 

（言

語科

目に

含

む） 

 日本語Ⅰ 60  ４ １～４ ※外国人留学生

のみ履修可 日本語Ⅱ 60  ４ １～４ 

日本語Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅳ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅴ 30  ２ １～４ 

日本語Ⅵ 30  ２ １～４ 

日本語基礎 90  ６ １～４ 

日本語総合入門 150  10 １～４ 

日本語総合Ⅰ 150  10 １～４ 

日本語総合Ⅱ 150  10 １～４ 

日本語演習入門 30  ２ １～４ 

日本語演習Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語読解Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅤＡ 30  ２ １～４ 

日本語読解ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語文法Ⅳ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現入門 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語口頭表現ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語表現ⅤＡ 30  ２ １～４ 
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日本語表現ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解入門 30  ２ １～４ 

日本語聴解Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語聴解Ⅱ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅢＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅢＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅣＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅣＢ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅤＡ 30  ２ １～４ 

日本語聴解ⅤＢ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現入門 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅰ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅲ 30  ２ １～４ 

日本語文章表現Ⅳ 30  ２ １～４ 

初級漢字 30  ２ １～４ 

日本伝統文化 30  ２ １～４ 外国人留学生の

み履修可。但し

卒業単位に含ま

れない自由科目

とする。 

世界

市民

教育

科目 

平

和・

人

権・

環

境・

開発

科目 

平和学入門 30  ２ １～４  

平和と人権 30  ２ １～４  

ライフイベントとジェンダー 30  ２ ３～４  

環境と開発 30  ２ １～４  

環境問題入門 30  ２ １～４  

現代マスコミ論 30  ２ １～４  

地域研究Ａ 30  ２ １～４  

地域研究Ｂ 30  ２ １～４  

日本研究 30  ２ １～４  

世界市民教育演習Ａ 30  ２ ２～４  

世界市民教育演習Ｂ 30  ２ ２～４  

サー

ビス

ラー

ニン

グ・

リー

ダー

シッ

プ科

目 

留学のための国際理解 30  ２ １～４  

国際ボランティア実習 60  ２ １～４  

ボランティア入門 30  ２ １～４  

ボランティア実習Ⅰ 30  １ １～４  

ボランティア実習Ⅱ 30  １ ２～４  

八王子学Ⅰ 30  ２ １～４  

八王子学Ⅱ 30  ２ ２～４  

総合科目特講 30  ２ １～４  

トップが語る現代経営Ａ 30  ２ １～４  

トップが語る現代経営Ｂ 30  ２ １～４  

スマート・リーダーシップⅠ 30  ２ １～２  

スマート・リーダーシップⅡ 30  ２ ２～４  

スマート・リーダーシップⅢ 30  ２ ２～４  

数  データサイエンス入門 30 ２  １  
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理・

デー

タサ

イエ

ン

ス・

自然

科目 

ＡＩ基礎 30  ２ １  

大学生のための情報・デジタ

ルリテラシー 

30  ２ １  

基礎数学Ⅰ 30  ２ １～４  

基礎数学Ⅱ 30  ２ １～４  

統計学入門Ⅰ 30  ２ １～４  

統計学入門Ⅱ 30  ２ １～４  

コンピュータ・リテラシーⅠ 30  ２ １～４  

コンピュータ・リテラシーⅡ 30  ２ １～４  

物理科学 30  ２ １～４  

情報科学 30  ２ １～４  

生命科学 30  ２ １～４  

環境科学 30  ２ １～４  

プログラミング 30  ２ １～４  

データサイエンス演習Ａ 30  ２ １～４  

データサイエンス演習Ｂ 30  ２ １～４  

人

文・

社

会・

健康

科目 

人文

科学

系科

目 

音楽 30  ２ １～４  

美術 30  ２ １～４  

文学入門 30  ２ １～４  

哲学入門 30  ２ １～４  

倫理学入門 30  ２ １～４  

宗教学入門 30  ２ １～４  

歴史入門 30  ２ １～４  

言語学入門 30  ２ １～４  

社会

科学

系科

目 

法学入門 30  ２ １～４  

日本国憲法 30  ２ １～４  

ミクロ経済学入門 30  ２ １～４  

マクロ経済学入門 30  ２ １～４  

経営学入門 30  ２ １～４  

社会学入門 30  ２ １～４  

国際関係論入門 30  ２ １～４  

政治学入門 30  ２ １～４  

心理学入門 30  ２ １～４  

教養地理学 30  ２ １～４  

教育学入門 30  ２ １～４  

健康

科学

系科

目 

体育実技Ａ 30  １ １～４  

体育実技Ｂ 30  １ １～４  

体育実技Ｃ 30  １ １～４  

体育実技Ｄ 30  １ １～４  

体育講義 30  ２ １～４  

学際

系科

目 

共通総合演習Ａ 30  ２ １～４  

共通総合演習Ｂ 30  ２ １～４  

キャ

リア

 キャリアデザイン基礎 30  ２ １・２  

キャリア開発フォーラム 30  ２ １・２  
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教育

系科

目 

ワールドビジネスフォーラム 30  ２ １・２  

グローバル社会とキャリア演

習 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアデザ

イン基礎（日本語） 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアデザ

イン基礎（英語） 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアコミ

ュニケーションＡ 

30  ２ １～４  

留学生のためのキャリアコミ

ュニケーションＢ 

30  ２ １～４  

次世代産業とキャリア演習 30  ２ １～４  

グローバル社会と次世代産業 30  ２ ２～４  

公共キャリア演習Ⅰ 30  ２ ２～４  

公共キャリア演習Ⅱ 30  ２ ２～４  

企業研究 30  ２ ２～４  

キャリアビジョン演習Ａ 30  ２ ２  

キャリアビジョン演習Ｂ 30  ２ ３・４  

キャリアビジョン演習Ｃ 30  ２ ３・４  

キャリアビジョン演習Ｄ 30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアビジ

ョン演習 

30  ２ ３・４  

公共キャリア演習Ⅲ 30  ２ ３・４  

公共キャリア演習Ⅳ 30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアコミ

ュニケーションＣ 

30  ２ ３・４  

留学生のためのキャリアコミ

ュニケーションＤ 

30  ２ ３・４  

キャリアトランジション演習 30  ２ ４  

インターンシップ入門 30  ２ １～４  

インターンシップⅠ 30  １ １～４  

インターンシップⅡ 30  １ １～４  

インターンシップⅢ 60  ２ １～４  

インターンシップⅣ 60  ２ １～４  

海外

研

修・

実習

科目 

 海外短期研修（英語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅲ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅳ   ２ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅴ   １ １～４  

海外短期研修（英語）Ⅵ   １ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（ドイツ語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（フランス語）

Ｉ 

  ２ １～４  
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海外短期研修（フランス語）

Ⅱ 

  ２ １～４  

海外短期研修（フランス語）

Ⅲ 

  １ １～４  

海外短期研修（フランス語）

Ⅳ 

  １ １～４  

海外短期研修（中国語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（中国語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（スペイン語）

Ｉ 

  ２ １～４  

海外短期研修（スペイン語）

Ⅱ 

  ２ １～４  

海外短期研修（スペイン語）

Ⅲ 

  １ １～４  

海外短期研修（スペイン語）

Ⅳ 

  １ １～４  

海外短期研修（イタリア語）

Ｉ 

  ２ １～４  

海外短期研修（イタリア語）

Ⅱ 

  ２ １～４  

海外短期研修（イタリア語）

Ⅲ 

  １ １～４  

海外短期研修（イタリア語）

Ⅳ 

  １ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（韓国語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅲ   １ １～４  

海外短期研修（ロシア語）Ⅳ   １ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ｉ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅱ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅲ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅳ   ２ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅴ   １ １～４  

海外短期研修（国際理解）Ⅵ   １ １～４  

海外インターンシップⅠ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅡ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅢ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅣ 60  ２ １～４  

海外インターンシップⅤ 30  １ １～４  

海外インターンシップⅥ 30  １ １～４  
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別表第３ 

経済学部経済学科専門科目 

科

目

別 

授業科目 
授業

時間 

必修・選択

及び単位数 

年次 
他学部

履修 

備考 

必修 選択 【コース】 

データ＆ファイ

ナンス（デ）、

ポリシースタデ

ィーズ（ポ）、

グローバル＆デ

ィベロップメン

ト（グ）、ＳＵ

ＣＣＥＥＤ

（Ｓ）の４コー

スの内、選択し

たコース指定科

目から18単位以

上修得すること 

専

門

科

目 

演習Ⅰ 30  ２ ２ ×  演習Ⅰ

２単位 

28単位

以上選

択必

修。但

し９つ

の科目

群より

定めら

れた単

位数を

修得す

るこ

と。

（Ｈ

Ｐ）科

目はオ

ナー

ズ・プ

ログラ

ム学生

のみ履

修可。 

Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖ

ｅ Ｓｅｍｉｎａｒ 

Ⅰ 

30  ２ ２ ×  

演習Ⅱ 30  ２ ３・４ ×  演習Ⅱ

２単位 Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖ

ｅ Ｓｅｍｉｎａｒ 

Ⅱ 

30  ２ ３・４ ×  

演習Ⅲ 30  ２ ３・４ ×  演習Ⅲ

２単位 Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖ

ｅ Ｓｅｍｉｎａｒ 

Ⅲ 

30  ２ ３・４ ×  

ミクロ経済学 60  ４ １   ミクロ

経済学

４単位 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｍｉｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ １   

ミクロ経済学中級（Ｈ

Ｐ） 

60  ４ １ × デ／ポ／グ 

マクロ経済学 60  ４ １   マクロ

経済学

４単位 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｍａｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ １   

マクロ経済学中級（Ｈ

Ｐ） 

60  ４ １ × デ／ポ／グ 

経済数学入門Ａ 60  ４ １   経済数

学入門

４単位 

経済数学入門Ｂ 60  ４ １   

Ｃａｌｃｕｌｕｓ 60  ４ １   

経済と歴史 60  ４ １   経済と

歴史４

単位 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｈ

ｉｓｔｏｒｙ 

60  ４ １   

基礎統計学 60  ４ １   統計４
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Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ

ｓ ｏｆ Ｄａｔａ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ 

60  ４ １   単位 

簿記入門 30  ２ １   簿記２

単位 Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉ

ｏｎ ｔｏ Ｆｉｎａ

ｎｃｉａｌ Ａｃｃｏ

ｕｎｔｉｎｇ 

30  ２ １   

ミクロ経済学中級 60  ４ ２  デ／ポ／グ コース

導入科

目 

選択科

目（イ

ンター

ナショ

ナルプ

ログラ

ム、オ

ナー

ズ・プ

ログラ

ム含

む）38

単位以

上修

得。 

マクロ経済学中級 60  ４ ２  デ／ポ／グ 

Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ

ｔｅ Ｍｉｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ ２  デ／ポ／グ／Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ

ｔｅ Ｍａｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ ２  デ／ポ／グ／Ｓ 

経済数学 60  ４ ２  デ 

データサイエンス 30  ２ ２  デ／ポ／グ 

金融論 60  ４ ２  デ／ポ 

財政学 60  ４ ２  デ／ポ 

日本経済史 60  ４ ２  グ 

開発と貧困の経済学 60  ４ ２  グ 

気候変動の経済学 30  ２ ２  ポ／グ 

微積分学Ⅰ 30  ２ １    

微積分学Ⅱ 30  ２ １   

資本市場と証券投資 30  ２ ２  デ 

簿記演習 30  ２ ２  デ 

グローバル経済Ⅰ 30  ２ ２  グ 

グローバル経済Ⅱ 30  ２ ２  グ 

特殊講義Ａ 60  ４ １   

経済特論Ⅰ 30  ２ １   

経済特論Ⅱ 30  ２ １   

Ｓ－Ｃｕｂｅ演習 30  ２ ３・４ × デ／ポ／グ 

データサイエンス活用

演習 

30  ２ ２  デ／ポ／グ 

統計学 60  ４ ３・４  デ 

会計学 60  ４ ３・４  デ 

日本経済論 60  ４ ２  ポ／グ 

労働経済論 60  ４ ２  ポ 

環境経済論 60  ４ ２  ポ 

国際経済論 60  ４ ３・４  ポ／グ 

公共経済論 60  ４ ３・４  ポ 

農業経済論 60  ４ ３・４  ポ 

行動経済学入門 30  ２ ２  デ／ポ 

原因と結果の経済学 30  ２ ２  デ／ポ 

国際開発協力論 30  ２ ３・４  ポ／グ 
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西洋経済史 60  ４ ２  グ 

経済学史 60  ４ ３・４  ポ／グ 

現代経済史 60  ４ ３・４  グ 

アジア経済論 30  ２ ３・４  グ 

ヨーロッパ経済論 30  ２ ３・４  グ 

アフリカ経済論 30  ２ ３・４  グ 

人間主義経済学 30  ２ ３・４  デ／ポ／グ 

社会貢献と経済学 30  ２ ３・４ × デ／ポ／グ 

特殊講義Ｂ 60  ４ ２   

経済特論Ⅲ 30  ２ ２   

経済特論Ⅳ 30  ２ ２   

演習Ⅳ 30  ２ ４ × デ／ポ／グ／Ｓ 

Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖ

ｅ Ｓｅｍｉｎａｒ 

Ⅳ 

30  ２ ４ × デ／ポ／グ／Ｓ 

卒業論文研究   ４ ４ ×  

Ｃａｐｓｔｏｎｅ Ｔ

ｈｅｓｉｓ 

  ４ ４ ×  

オペレーションズリサ

ーチ 

30  ２ ２   

環境法 60  ４ ３・４   

社会保障政策論 30  ２ ３・４   

グローバル企業論 30  ２ ３・４   

国際経営論 60  ４ ３・４   

特殊講義Ｃ 60  ４ ３・４   

特殊講義Ｄ 60  ４ ３・４   

経済特論Ⅴ 30  ２ ３・４   

経済特論Ⅵ 30  ２ ３・４   

ミクロ経済学上級 60  ４ ３・４  デ／ポ／グ 

マクロ経済学上級 60  ４ ３・４  デ／ポ／グ 

計量経済学上級 60  ４ ３・４  デ 

ファイナンス論 60  ４ ３・４  デ／ポ 

Ｆｏｒｅｉｇｎ Ｓｔ

ｕｄｉｅｓ 

30  ２ １ × デ／ポ／グ／Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ ａｎｄ Ｂｕｓｉ

ｎｅｓｓ Ⅰ 

45  ３ １ ×  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ ａｎｄ Ｂｕｓｉ

ｎｅｓｓ Ⅱ 

45  ３ １ ×  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ ａｎｄ Ｂｕｓｉ

ｎｅｓｓ Ⅲ 

45  ３ １ ×  
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Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅰ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅱ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ａ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｂ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｉｎｔｅｒｎ

ｓｈｉｐ Ａ 

120  ４ １ × Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｉｎｔｅｒｎ

ｓｈｉｐ Ｂ 

120  ４ １ × Ｓ 

Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃ

ｓ ｆｏｒ Ｅｃｏｎ

ｏｍｉｃｓ 

60  ４ ２  デ／Ｓ 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｆｉｎａｎｃｅ 

60  ４ ２  デ／ポ／Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｆｉｎａｎｃ

ｅ 

30  ２ ２  デ／ポ／グ／Ｓ 

Ｅｃｏｎｏｍｅｔｒｉ

ｃｓ 

60  ４ ２  デ／Ｓ 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｉ

ｓｓｕｅｓ ｏｆ Ｃ

ｏｎｔｅｍｐｏｒａｒ

ｙ Ｊａｐａｎ 

30  ２ ２  ポ／グ／Ｓ 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｄ

ｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

ｏｆ Ｊａｐａｎ Ⅰ 

30  ２ ２  ポ／グ／Ｓ 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｄ

ｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

ｏｆ Ｊａｐａｎ Ⅱ 

30  ２ ２  ポ／グ／Ｓ 

Ｐｏｌｉｔｉｃａｌ 

Ｅｃｏｎｏｍｙ ｏｆ 

Ｊａｐａｎ ａｎｄ 

Ａｓｉａ 

30  ２ ２  グ／Ｓ 

Ｃｈｉｎｅｓｅ Ｅｃ

ｏｎｏｍｙ 

30  ２ ２  グ／Ｓ 

Ｉｎｄｉａｎ Ｅｃｏ

ｎｏｍｙ 

30  ２ ２  グ／Ｓ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ ａｎｄ Ｅｎｖｉ

ｒｏｎｍｅｎｔ 

60  ４ ２  ポ／グ／Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｒｅｌａｔｉ

ｏｎｓ 

30  ２ ２  Ｓ 
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Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｎｖｉｒｏ

ｎｍｅｎｔａｌ Ｐｏ

ｌｉｃｙ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄ

ｉｅｓ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ａｓｉａｎ Ｓｔｕｄ

ｉｅｓ ｉｎ Ｉｎｔ

ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｌａｗ Ｐｅｒｓｐｅ

ｃｔｉｖｅｓ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｅｃｏｎｏｍｙ 

ａｎｄ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ Ｉ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｅｃｏｎｏｍｙ 

ａｎｄ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ Ⅱ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｅｃｏｎｏｍｙ 

ａｎｄ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ Ⅲ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｅｃｏｎｏｍｙ 

ａｎｄ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ Ⅳ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅲ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅳ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅴ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅵ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｃ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｄ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｅ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａ

ｎｄ Ｊａｐａｎｅｓ

ｅ Ｐｅｏｐｌｅ 

30  ２ ２  ポ／グ／Ｓ 

Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏ

ｕｒｃｅｓ Ｍａｎａ

ｇｅｍｅｎｔ ｉｎ 

Ｊａｐａｎ ａｎｄ 

Ａｓｉａ 

30  ２ ２  ポ／グ／Ｓ 
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Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ ａｎｄ Ｂｕｓｉ

ｎｅｓｓ Ⅳ 

45  ３ ２ ×  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ ａｎｄ Ｂｕｓｉ

ｎｅｓｓ Ⅴ 

45  ３ ２ ×  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｃｏｎｔｅｘ

ｔ ｉｎ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｍａｒｋｅｔｉ

ｎｇ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｆｉｎａｎｃｉａｌ 

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅ

ｔｈｉｃｓ 

30  ２ ３・４  Ｓ 

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ

ｔａｌ Ｌａｗ 

30  ２ ３・４  Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｈｕｍａｎ 

Ｒｉｇｈｔｓ 

60  ４ ３・４  Ｓ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｐｕｂ

ｌｉｃ Ｐｏｌｉｃｙ 

30  ２ ３・４  Ｓ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

ｓ 

60  

 

４ ２  

 

Ｓ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｔｒａｄｅ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅶ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ⅷ 

30  ２ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｆ 

60  ４ ２  Ｓ 

Ｗｏｒｌｄ Ｅｃｏｎ

ｏｍｙ Ｇ 

60  ４ ２  Ｓ 

オナーズ・セミナーⅠ 30  ２ １ ×  オナーズ・プロ

グラム（オナー

ズ・プログラム

学生のみ履修

可） 

オナーズ・セミナーⅡ 30  ２ １ ×  

オナーズ・セミナーⅢ 30  ２ ２ ×  

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉ

ｏｎ ｔｏ Ｅｃｏｎ

ｏｍｉｃ Ｒｅａｓｏ

ｎｉｎｇ 

60  ４ １ ×  Ｉｎｔｅｒｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｐｒｏｇｒａｍ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｅｃｏ 30  ２ １ × デ／ポ／グ 
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ｎｏｍｙ Ｌｅｃｔｕ

ｒｅ 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｌｅｃｔｕｒｅ Ａ 

60  ４ １ × デ／ポ／グ 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｌｅｃｔｕｒｅ Ｂ 

60  ４ １ × デ／ポ／グ 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ 

ｆｏｒ Ｅｃｏｎｏｍ

ｉｃ Ｍａｊｏｒｓ 

Ⅰ 

60  ２ １ × 学部学科英語科

目（外国語科

目） 

Ｉｎｔｅｒｎａ

ｔｉｏｎａｌ 

Ｐｒｏｇｒａｍ

履修生用 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ 

ｆｏｒ Ｅｃｏｎｏｍ

ｉｃ Ｍａｊｏｒｓ 

Ⅱ 

60  ２ １ × 

Ｇｌｏｂａｌ Ｅｃｏ

ｎｏｍｙ Ｌａｂｏｒ

ａｔｏｒｙ 

60  ２ １ × 

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ 

ＩｎｔｅｎｓｉｖｅⅠ 

30  １ １ × 

ＴＯＥＦＬ ｉＢＴ 

ＩｎｔｅｎｓｉｖｅⅡ 

30  １ １ × 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ 

Ａ 

60  ２ １ × 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ 

Ｂ 

60  ２ １ × 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎ Ⅰ 

60  ２ １ × 学部学科英語科目（外国語科

目）一般学生用 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎ Ⅱ 

60  ２ １ × 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏ

ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ

ｎ Ⅲ 

60  ２ ２ × 

別表第４ 

法学部法律学科専門科目 

科

目

別 

授業科目 
授業

時間 

必修・選択

及び単位数 

年次 

他

学

部

履

修 

備考 

必修 選択 【コース】 

リーガルプロフェッ

ション（リ）、ビジ

ネス法務（ビ）、公

共政策・行政
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（公）、地球平和共

生（地）の４コース

の内、選択したコー

ス指定科目から16単

位以上修得。但し、

（地）コースは、▲

印の科目を７単位以

上含むこと 

専

門

科

目 

演習Ⅰ 30  ２ ２ ×  演習Ⅰ２

単位 

４科目８

単位選択

必修。４

つの領域

から各２

単位以上

修得。 

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ ｆｏｒ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｉｓｓ

ｕｅｓ Ⅰ 

30  ２ ２ ×  

演習Ⅱ 30  ２ ３・４ ×  演習Ⅱ２

単位 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ ｆｏｒ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｉｓｓ

ｕｅｓ Ⅱ 

30  ２ ３・４ ×  

演習Ⅲ 30  ２ ３・４ ×  演習Ⅲ２

単位 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ ｆｏｒ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｉｓｓ

ｕｅｓ Ⅲ 

30  ２ ３・４ ×  

法学の基礎とＳＤＧｓ 30  ２ １ ×  法学２単

位 Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉ

ｏｎ ｔｏ Ｌｅｇａ

ｌ Ｓｔｕｄｉｅｓ 

30  

 

２ １ × 地 

憲法総論・統治機構論 60  ４ １   学部基本

科目Ａ群 

学部基本

科目Ａ群

または群

から10単

位選択必

修 

民法総則 60  ４ １   

政治学入門（専門） 30  ２ １   

刑法総論 60  ４ １   

憲法人権論 60  ４ １   

国際政治学入門 30  ２ １   

物権法 60  ４ ２   

公共政策論 30  ２ ２   

Ｇｌｏｂａｌ Ｉｓｓ

ｕｅｓ 

30  ２ ２  地▲ 学部基本

科目Ｂ群 

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄ

ｉｅｓ 

30  ２ ２  地▲ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｒｅｌａｔｉ

ｏｎｓ 

30  ２ ２  地▲ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｅｎｖｉｒｏ

ｎｍｅｎｔａｌ Ｐｏ

ｌｉｃｙ 

30  ２ ２  地▲ 

Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ 

30  ２ ２  地▲ 
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Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｄ

ｏｍｅｓｔｉｃ Ｐｏ

ｌｉｔｉｃｓ 

30  ２ ２  地▲ 

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｆ

ｏｒｅｉｇｎ ａｎｄ 

Ｓｅｃｕｒｉｔｙ Ｐ

ｏｌｉｃｙ 

30  ２ ３・４  地▲ 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｈｕｍａｎ 

Ｒｉｇｈｔｓ 

60  ４ ３・４  地▲ 

法学部生のための論理 30  ２ １   選択科目（グローバ

ル・ロイヤーズ・プ

ログラム科目含む）

50単位以上修得 

特殊講義Ⅰ 30  ２ １   

特殊講義Ⅱ 30  ２ １   

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ 

Ｔｕｔｏｒｉａｌ Ⅰ 

30  １ １ × 地 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ 

Ｔｕｔｏｒｉａｌ Ⅱ 

30  １ １ × 地 

ＡＦ ｆｏｒ Ｐｅａ

ｃｅ・Ｈｕｍａｎ Ｒ

ｉｇｈｔｓ ＆ Ｓｕ

ｓｔａｉｎａｂｉｌｉ

ｔｙⅠ 

60  ２ １ × 地 

ＡＦ ｆｏｒ Ｐｅａ

ｃｅ・Ｈｕｍａｎ Ｒ

ｉｇｈｔｓ ＆ Ｓｕ

ｓｔａｉｎａｂｉｌｉ

ｔｙ Ⅱ 

60  ２ １ × 地▲ 

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ａ 

30  ２ １   

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ｂ 

30  ２ １   

地球平和共生インター

ンシップＡ 

60  ２ １ × 地 

公共政策インターンシ

ップＡ 

60  ２ １ × 公 

テーマゼミ 30  ２ １   

ＡＦ ｆｏｒ Ｓｔｕ

ｄｙ Ａｂｒｏａｄ 

Ⅰ 

30  １ １ × 地 

ＡＦ ｆｏｒ Ｓｔｕ

ｄｙ Ａｂｒｏａｄ 

Ⅱ 

30  １ １ × 地▲ 
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ファイナンシャルプラ

ンナー入門Ⅰ 

30  ２ １   

ファイナンシャルプラ

ンナー入門Ⅱ 

30  ２ １   

法学の基礎知識―理解

と応用 

30  ２ １   

刑法各論 60  ４ ２   

債権総論 60  ４ ２  リ／ビ 

親族・相続法 60  ４ ２  リ／ビ 

行政法総論 60  ４ ２  リ／公 

行政救済法 60  ４ ２  リ 

民法法務演習Ⅰ（総

則・物権） 

30  ２ ２ × リ 

刑法法務演習Ⅰ（刑法

総論） 

30  ２ ２ × リ 

刑法法務演習Ⅱ（刑法

各論） 

30  ２ ２ × リ 

憲法人権論Ⅰ（アドバ

ンスト） 

30  ２ ２ × リ 

憲法人権論Ⅱ（アドバ

ンスト） 

30  ２ ２ × リ 

物権法（アドバンス

ト） 

30  ２ ２ × リ 

担保物権法（アドバン

スト） 

30  ２ ２ × リ 

債権総論Ⅰ（アドバン

スト） 

30  ２ ２ × リ 

債権総論Ⅱ（アドバン

スト） 

30  ２ ２ × リ 

刑法各論Ⅰ（アドバン

スト） 

30  ２ ２ × リ 

刑法各論Ⅱ（アドバン

スト） 

30  ２ ２ × リ 

ビジネス＆ロー・ワー

クショップⅠ 

30  ２ ２  ビ 

会計と法Ⅰ 30  ２ ２  ビ 

会計と法Ⅱ 30  ２ ２  ビ 

商法 30  ２ ２  ビ 

労働法 60  ４ ２  ビ／公 

データサイエンス実習 30  ２ ２  ビ 

メディア演習Ⅰ 30  ２ ２  ビ 

メディア演習Ⅱ 30  ２ ２  ビ 

行政学 30  ２ ２  公 

公共経済論：法 60  ４ ２  公 

まちづくり八王子フィ

ールドワーク 

30  ２ ２  公 

政治学史 30  ２ ２  公／地 
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政治学原論 60  ４ ２  公 

地方自治論 30  ２ ２  公 

公共政策ワークショッ

プＡ 

30  ２ ２ × 公 

社会分析スキル：デー

タサイエンス演習 

30  ２ ２  公／地 

国際法総論 60  ４ ２  ビ／地 

国際法各論 60  ４ ２  地 

惑星政治学 30  ２ ２  地 

国際人権法 30  ２ ２  地 

国際関係史 30  ２ ２  地 

人間の安全保障論 30  ２ ２  地 

地球平和共生ワークシ

ョップ 

30  ２ ２ × 地（地球平和共

生コースを選択

した学生のみ履

修可） 

人間の安全保障フィー

ルドワーク 

30  ２ ２ × 地 

地球平和共生フィール

ドワーク 

30  ２ ２ × 地 

平和学 30  ２ ２  地 

Ａｓｉａｎ Ｓｔｕｄ

ｉｅｓ ｉｎ Ｉｎｔ

ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ 

Ｌａｗ Ｐｅｒｓｐｅ

ｃｔｉｖｅｓ 

30  ２ ２  地▲ 

Ｂｏｒｄｅｒ Ｐｏｌ

ｉｔｉｃｓ 

30  ２ ２  地▲ 

Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐ

ｏｌｉｔｉｃｓ 

30  ２ ２  地▲ 

英米法 30  ２ ２   

法哲学 30  ２ ２   

法史学入門（西洋法

史） 

30  ２ ２   

特殊講義Ⅲ 30  ２ ２   

特殊講義Ⅳ 30  ２ ２   

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ｃ 

30  ２ ２   

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ｄ 

30  ２ ２   

Ｐｅａｃｅ・Ｈｕｍａ

ｎ Ｒｉｇｈｔｓ ＆ 

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉ

ｌｉｔｙ Ｉｎｔｅｒ

60  ２ ２ × 地 
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ｎｓｈｉｐ Ａ 

Ｐｅａｃｅ・Ｈｕｍａ

ｎ Ｒｉｇｈｔｓ ＆ 

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉ

ｌｉｔｙ Ｉｎｔｅｒ

ｎｓｈｉｐ Ｂ 

60  ２ ２ × 地 

地球平和共生インター

ンシップＢ 

60  ２ ２ × 地 

公共政策インターンシ

ップＢ 

60  ２ ２ × 公 

地球平和共生ボランテ

ィアＡ 

60  ２ ２ × 地 

地球平和共生ボランテ

ィアＢ 

60  ２ ２ × 地 

アジア公共経営特論 30  ２ ２   

アジア公共経営入門 30  ２ ２   

アジア公共経営スタデ

ィツアー 

30  ２ ２ ×  

債権各論 60  ４ ３・４  リ／ビ 

民事訴訟法 60  ４ ３・４  リ 

民事救済手続法 60  ４ ３・４  リ 

刑事訴訟法 60  ４ ３・４  リ 

憲法法務演習Ⅰ 30  ２ ３・４ × リ 

憲法法務演習Ⅱ 30  ２ ３・４ × リ 

民法法務演習Ⅱ（債

権） 

30  ２ ３・４ × リ 

契約法（アドバンス

ト） 

30  ２ ２ × リ 

法定債権（アドバンス

ト） 

30  ２ ２ × リ 

会社法（アドバンス

ト） 

60  ４ ３・４ × リ 

行政法総論（アドバン

スト） 

30  ２ ３・４ × リ 

行政救済法（アドバン

スト） 

30  ２ ３・４ × リ 

行政法法務演習 30  ２ ３・４ × リ 

会社法法務演習 30  ２ ３・４ × リ 

民事訴訟法法務演習 30  ２ ３・４ × リ 

刑事訴訟法法務演習 30  ２ ３・４ × リ 

会社法概論 30  ２ ３・４  ビ 

社会保障法 60  ４ ３・４  ビ／公 

知的財産法 60  ４ ３・４  ビ 

租税法 60  ４ ３・４  ビ 

消費者法 30  ２ ３・４  ビ 

ビジネス法務インター

ンシップＡ 

60  ２ ３・４ × ビ 
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ビジネス法務インター

ンシップＢ 

60  ２ ３・４ × ビ 

メディア演習Ⅲ 30  ２ ３・４  ビ 

メディア演習Ⅳ 30  ２ ３・４  公 

環境法 60  ４ ３・４  公／地 

地方政治論 30  ２ ３・４  公 

地域コミュニティ論 30  ２ ３・４  公 

社会保障政策論 30  ２ ３・４  公 

環境行政学 30  ２ ３・４  公／地 

アジア都市協力論 30  ２ ３・４  公 

東南アジア研究 30  ２ ３・４   

公共政策チュートリア

ル 

30  ２ ３・４ × 公 

公共政策ワークショッ

プＢ 

30  ２ ３・４ × 公 

公共政策ボランティア 60  ２ ３・４  公 

国際私法総論 30  ２ ３・４  ビ／地 

国際私法各論 30  ２ ３・４  ビ／地 

国際機構論 30  ２ ３・４  地 

ＥＵ法 30  ２ ３・４  地 

日本政治外交史 30  ２ ３・４  公／地 

地球市民社会論 30  ２ ３・４  地 

グローバル企業論 30  ２ ３・４  地 

Ｇｌｏｂａｌ Ｐｕｂ

ｌｉｃ Ｐｏｌｉｃｙ 

30  ２ ３・４  地▲ 

地球平和共生チュート

リアル 

30  ２ ３・４ × 地 

法思想史 30  ２ ３・４   

法社会学 30  ２ ３・４   

法史学（日本法史） 30  ２ ３・４   

アジア法 30  ２ ３・４   

日本政治思想史 30  ２ ３・４  公 

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ

ｔａｌ Ｌａｗ 

30  ２ ３・４   

水法演習 30  ２ ３・４  地 

特殊講義Ⅴ 30  ２ ３・４   

特殊講義Ⅵ 30  ２ ３・４   

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ｅ 

30  ２ ３・４   

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｔｏ

ｐｉｃｓ ｏｆ Ｌａ

ｗ ａｎｄ Ｐｏｌｉ

ｔｉｃｓ Ｆ 

30  ２ ３・４   

特殊講義Ⅶ 30  ２ ４   
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特殊講義Ⅷ 30  ２ ４   

演習Ⅳ 30  ２ ４ ×  

卒業研究   ２ ４ ×  

経営管理論 60  ４ １  ビ 

人的資源管理論 60  ４ ２  ビ 

会計学 60  ４ ２  ビ 

証券市場論 60  ４ ３・４  ビ 

多国籍企業論 60  ４ ３・４  ビ 

企業論 60  ４ ３・４  ビ 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｍａｒｋｅｔｉ

ｎｇ 

60  ４ ２  ビ／地 

ビジネス＆ロー・ワー

クショップⅡ 

30  ２ ２ × ビ 

Ｆｉｎａｎｃｉａｌ 

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

60  ４ ２  ビ／地 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｃｏｎｔｅｘ

ｔ ｉｎ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ 

60  ４ ２  ビ／地 

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ

ｔａｌ Ｍａｎａｇｅ

ｍｅｎｔ Ｉｓｓｕｅ

ｓ 

30  ２ ３・４  地 

環境マネジメント 30  ２ ３・４  地 

ビジネス＆ロー・ワー

クショップⅢ 

30  ２ ３・４ × ビ 

環境経済論 60  ４ ２  公／地 

国際開発協力論 30  ２ ３・４  地 

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｈ

ｉｓｔｏｒｙ 

60  ４ １   

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｄ

ｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

ｏｆ Ｊａｐａｎ Ⅰ 

30  ２ ２   

Ｐｏｌｉｔｉｃａｌ 

Ｅｃｏｎｏｍｙ ｏｆ 

Ｊａｐａｎ ａｎｄ 

Ａｓｉａ 

30  ２ ２   

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａ

ｎｄ Ｊａｐａｎｅｓ

ｅ Ｐｅｏｐｌｅ 

30  ２ ２   

Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏ

ｕｒｃｅｓ Ｍａｎａ

ｇｅｍｅｎｔ ｉｎ 

Ｊａｐａｎ ａｎｄ 

Ａｓｉａ 

30  ２ ２   

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｓｏｃｉｏｌｏ

60  ４ １   
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ｇｙ 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｅｃｏｎｏｍｉ

ｃｓ 

60  ４ １   

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｐｏｌｉｔｉｃ

ｓ ａｎｄ Ｇｌｏｂ

ａｌｉｚａｔｉｏｎ 

60  ４ １   

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｉｎｔｅｒｎａ

ｔｉｏｎａｌ Ｒｅｌ

ａｔｉｏｎｓ 

60  ４ １   

Ｇｌｏｂａｌ Ｓｏｃ

ｉａｌ Ｐｏｌｉｃｙ 

60  ４ ２   

Ｍｏｄｅｒｎ Ｐｏｌ

ｉｔｉｃａｌ Ｔｈｏ

ｕｇｈｔ 

60  ４ ２   

Ｇｌｏｂａｌ Ｅｔｈ

ｉｃｓ 

60  ４ ２   

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｐｏｌｉｔｉｃ

ａｌ Ｔｈｅｏｒｙ 

60  ４ ２   

Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ ａｎｄ Ｄｅｍｏ

ｃｒａｃｙ ｉｎ ａ 

Ｇｌｏｂａｌ Ａｇｅ 

60  ４ ２   

Ｇｒｅａｔ Ｐｏｗｅ

ｒ Ｐｏｌｉｔｉｃｓ 

ｉｎ ｔｈｅ Ｗｏｒ

ｌｄ 

60  ４ ２   

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｐｏｌｉｔｉ

ｃａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ 

60  ４ ２   

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｉｎｓｔｉｔ

ｕｔｉｏｎｓ ａｎｄ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｇｏｖ

ｅｒｎａｎｃｅ 

60  ４ ２   

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｒｅｌａｔｉ

ｏｎｓ ｉｎ Ａｓｉ

ａ 

60  ４ ２   

Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖ

ｅ Ｐｏｌｉｔｉｃｓ 

60  ４ ２   

Ｎｏｎｐｒｏｆｉｔ 

Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉ

ｏｎｓ ａｎｄ Ｐｕ

ｂｌｉｃ Ｓｅｃｔｏ

60  ４ ２   
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ｒ 

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

ｓ 

60  ４ ２   

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ 

60  ４ ２   

Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 60  ４ ２   

現代文化人類学 30  ２ ２  地 

ＧＬＰチュートリアル

Ⅰ 

30  １ １ ×  グローバル・ロイヤ

ーズ・プログラム科

目（ＧＬＰ生のみ履

修可） 

ＧＬＰチュートリアル

Ⅱ 

30  １ １ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅲ 

30  １ ２ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅳ 

30  １ ２ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅴ 

30  １ ３・４ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅵ 

30  １ ３・４ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅶ 

30  １ ３・４ ×  

ＧＬＰチュートリアル

Ⅷ 

30  １ ３・４ ×  

ＧＬＰゼミⅠ 30  ２ １ ×  

ＧＬＰゼミⅡ 30  ２ ２ ×  

ＧＬＰインターンシッ

プＡ 

 

60 

 
 ２ 

 

１ 

 

× 

 
 

ＧＬＰインターンシッ

プＢ 

60  ２ ２ ×  

ＧＬＰ Ｅｎｇｌｉｓ

ｈ Ａ 

30  １ １ ×  学部学科英語科目

（外国語科目） 

（ＧＬＰ生のみ履修

可） 

ＧＬＰ Ｅｎｇｌｉｓ

ｈ Ｂ 

30  １ １ ×  

別表第５ 

文学部人間学科専門科目 

科目別 授業科目 
授業時

間 

必修・選択及び単

位数 

年次 

他学部

履修不

可

（×）

／他専

修履修

不可

（※） 

備考 

必修 選択 

専門

科目 

イン

トロ

人間学 30  ２ １  選択必修科目

２単位以上修Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ 30  ２ １  
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ダク

トリ

ー科

目 

Ｈｕｍａｎｉｔｉｅｓ 得 

表現文化論入門 30  ２ １  選択科目４単

位以上修得 世界文学への招待 30  ２ １  

哲学・宗教学への招待 30  ２ １  

歴史と社会 30  ２ １  

国際日本学への招待 30  ２ １  

中国・アジア文化入門 30  ２ １  

ロシア・ヨーロッパ文化入門 30  ２ １  

多文化共生と平和創造 30  ２ １  

言語文化入門 30  ２ １  

英語文化への招待 30  ２ １  

社会・文化研究への招待 30  ２ １  

社会福祉入門 30  ２ １  

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ 

Ｓｏｋａ Ａｋａｄｅｍｉａ 

60  ４ １  

ベー

シッ

ク科

目 

文学部の学びとライフデザイン 30  ２ ２ × 選択必修科目

２単位以上修

得 
Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆｏｕｎｄａ

ｔｉｏｎｓ ｆｏｒ Ｈｕｍａｎ

ｉｔｉｅｓ 

30  ２ ２  

学部インターンシップＡ 60  ２ ２ × 選択科目24単

位以上修得 学部インターンシップＢ 60  ２ ２ × 

Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ｆｏｒ Ａｃａｄｅｍｉ

ｃ ＰｕｒｐｏｓｅｓⅠ 

30  ２ １  

Ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ Ｅｎｇｌ

ｉｓｈ ｆｏｒ Ａｃａｄｅｍｉ

ｃ ＰｕｒｐｏｓｅｓⅡ 

30  ２ １  

文芸批評Ⅰ：詩の分析と作詞法 30  ２ １  

文芸批評Ⅱ：小説・映画の分析法 30  ２ １  

歴史学概論 30  ２ １  

考古学概論 30  ２ １  

仏教思想概論 30  ２ １  

西洋哲学史Ⅰ 30  ２ １  

日本古典文学概論 30  ２ １  

日本近代文学概論 30  ２ １  

書道Ⅰ 30  ２ １  

比較文化Ⅰ 30  ２ １  

比較文化Ⅱ 30  ２ １  

比較文化史概論 30  ２ １  

中国社会文化概論 30  ２ １  

ロシア文学入門 30  １ １  

歴史と人間 30  １ ２  

歴史と地域社会 30  ２ ２  

心の哲学 30  ２ ２  

哲学概論 30  ２ １  

倫理学概論 30  ２ ２  
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文芸創作Ⅰ 30  ２ ２  

文芸創作Ⅱ 30  ２ ２  

映画論 30  ２ ２  

日本古代・中世史概説 30  ２ ２  

日本近世・近現代史概説 30  ２ ２  

日本思想史Ⅰ 30  ２ ２  

日本古典文学講読 30  ２ ２  

日本近代文学講読 30  ２ ２  

日本文学史 30  ２ ２  

書道Ⅱ 30  ２ ２  

地理学Ⅰ：人間 30  ２ １  

地理学Ⅱ：人間 30  ２ １  

Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ Ⅰ 30  ２ １  

Ｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ Ⅱ 30  ２ １  

英米文学概論Ⅰ 30  ２ １  

英米文学概論Ⅱ 30  ２ １  

英米文学講読Ⅰ 30  ２ １ × 

英米文学講読Ⅱ 30  ２ １  

イギリス古典文学史 30  ２ １  

イギリス近代文学史 30  ２ １  

アメリカ文学史 30  ２ １  

演劇入門 30  ２ １  

Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｒｅｐｒｅｓ

ｅｎｔａｔｉｏｎ Ⅰ 

30  ２ １  

Ｃｕｌｔｕｒａｌ Ｒｅｐｒｅｓ

ｅｎｔａｔｉｏｎ Ⅱ 

30  ２ １  

Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ Ｉ： Ｃ

ｏｒｅ Ｉｓｓｕｅｓ ｉｎ Ｍ

ｅｔａｐｈｙｓｉｃｓ ・ Ｅｐ

ｉｓｔｅｍｏｌｏｇｙ ａｎｄ 

Ｅｔｈｉｃｓ 

60  ４ １  

Ｐｈｉｌｏｓｏｐｈｙ ＩＩ： 

Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｐｈ

ｉｌｏｓｏｐｈｙ ａｎｄ Ｂｕ

ｄｄｈｉｓｍ 

60  ４ １  

Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｉｃａｌ 

Ａｐｐｒｏａｃｈｅｄ ｔｏ Ｃ

ｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ Ｊａｐ

ａｎ 

60  ４ １  

Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ  Ｃｕ

ｌｔｕｒｅ： Ａｎｔｈｒｏｐｏ

ｌｏｇｙ 

60  ４ ２  

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ 

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ⅰ 

60  ４ １  

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ 

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ⅱ 

60  ４ １  

中国文学 30  ２ ２  
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東洋史概説 30  ２ ２  

中国近現代の歴史と思想 30  ２ ２  

東アジアの文化交流 30  ２ ２  

ヨーロッパ文学 30  ２ ２  

神話とフォークロア 30  ２ １  

西洋史概説 30  ２ ２  

ロシアの歴史と文化 30  ２ １  

多文化共生論 30  ２ ２  

言語学概論Ⅰ 30  ２ １  

言語学概論Ⅱ 30  ２ １  

音声学概論 30  ２ １  

社会で通用する日本語 30  ２ １  

英語翻訳入門 30  ２ １ × 

日本語学概論Ⅰ 30  ２ １  

日本語学概論Ⅱ 30  ２ １  

日本語教育概論Ⅰ 30  ２ １  

日本語教育概論Ⅱ 30  ２ １  

英語学概論Ⅰ 30  ２ １  

英語学概論Ⅱ 30  ２ １  

日英語比較概説 30  ２ １  

Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅰ 

30  １ １ × 

Ｏｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎ ｉｎ Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ⅱ 

30  １ １ × 

英語で日本紹介Ⅰ 30  ２ １  

英語で日本紹介Ⅱ 30  ２ １  

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｈｕｍ

ａｎｉｔｉｅｓ ＡⅠ 

30  ２ １ × 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｈｕｍ

ａｎｉｔｉｅｓ ＡⅡ 

30  ２ １ × 

中国語学入門Ⅰ 30  ２ １  

中国語学入門Ⅱ 30  ２ １  

中国語学概論Ⅰ 30  ２ １  

中国語学概論Ⅱ 30  ２ １  

中国語コミュニケーション演習初

級Ⅰ 

60  ２ ２  

中国語コミュニケーション演習初

級Ⅱ 

60  ２ ２  

中国語講読初級Ⅰ 30  ２ １  

中国語講読初級Ⅱ 30  ２ １  

ロシア語コミュニケーション初級

Ⅰ 

30  １ １  

ロシア語コミュニケーション初級

Ⅱ 

30  １ １  
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第二言語習得論入門 30  ２ ２  

言語コミュニケーション論 30  ２ ２  

対照言語学Ⅰ 30  ２ ２  

対照言語学Ⅱ 30  ２ ２  

言語類型論 30  ２ ２  

心理統計とデータ分析 30  ２ ２  

文化記号論 30  ２ ２  

認知心理学 30  ２ ２  

日本語音声学 30  ２ ２  

国語科教育法Ⅰ 30  ２ ２ × 

国語科教育法Ⅱ 30  ２ ２ × 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｈｕｍ

ａｎｉｔｉｅｓ ＢⅠ 

30  ２ １ × 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｈｕｍ

ａｎｉｔｉｅｓ ＢⅡ 

30  ２ １ × 

現代英文法 30  ２ ２  

英語音声学 30  ２ １  

日英翻訳演習 30  ２ １  

英語通訳演習Ａ 30  ２ ２  

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｗｒｉｔｉｎ

ｇ Ａ 

30  ２ １ × 

英語科教育法Ⅰ 30  ２ ２  

英語科教育法Ⅱ 30  ２ ２  

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｗｒｉｔｉｎ

ｇ Ｂ 

30  ２ １ × 

中国語コミュニケーション演習初

中級Ⅰ 

60  ２ ２  

中国語コミュニケーション演習初

中級Ⅱ 

60  ２ ２  

中国語文法初中級Ⅰ 30  ２ ２  

中国語文法初中級Ⅱ 30  ２ ２  

中国語講読初中級Ⅰ 30  ２ ２  

中国語講読初中級Ⅱ 30  ２ ２  

中国語総合初中級Ⅰ 30  ２ ２  

中国語総合初中級Ⅱ 30  ２ ２  

中国語作文初中級Ⅰ 30  ２ ２  

中国語作文初中級Ⅱ 30  ２ ２  

ロシア語文法初級Ⅰ 60  ２ １  

ロシア語文法初級Ⅱ 60  ２ １  

ロシア語文法中級Ⅰ 30  １ ２  

ロシア語文法中級Ⅱ 30  １ ２  

ロシア語リーディング入門 30  ２ ２  

ロシア語リーディング入門Ⅱ 30  ２ ２  

ロシア語ライティング入門Ⅰ 30  ２ ２  

ロシア語ライティング入門Ⅱ 30  ２ ２  

ロシア語コミュニケーション中級 30  １ ２  
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Ⅰ 

ロシア語コミュニケーション中級

Ⅱ 

30  １ ２  

ピア・サポート実践Ⅰ 30  ２ １  

ピア・サポート実践Ⅱ 30  ２ ２  

社会調査の基礎 30  ２ １  

文化人類学 30  ２ １  

社会学概論：人間 30  ２ １  

社会理論と社会システム 30  ２ １  

心理学理論と心理的支援 30  ２ １  

社会福祉調査の基礎 30  ２ １  

法律学概論：人間 30  ２ ２ × 

政治学概論：人間 30  ２ ２ × 

国際関係論 30  ２ １  

国際交流と日本社会 30  ２ １  

映像から考える中国 30  ２ １  

現代ロシア概論 30  ２ １  

現代文化人類学 30  ２ ２  

社会学史概説 30  ２ ２  

家族の社会学 30  ２ ２  

地域と都市の社会学 30  ２ ２  

宗教社会学 30  ２ ２  

ジャーナリズムの社会学 30  ２ ２  

現代社会論入門 30  ２ ２  

社会統計学 30  ２ ２  

東アジア現代事情 30  ２ ２  

人類学的地域研究（アジア） 30  ２ ２  

人類学的地域研究（アフリカ） 30  ２ ２  

人類学的地域研究（ラテンアメリ

カ） 

30  ２ ２  

マンガの社会学 30  ２ １  

社会福祉の原理と政策Ⅰ 30  ２ １  

社会福祉の原理と政策Ⅱ 30  ２ ２  

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 30  ２ ３・

４ 

 

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 30  ２ ３・

４ 

 

児童福祉論Ⅰ 30  ２ ２  

児童福祉論Ⅱ 30  ２ ２  

障害者福祉 30  ２ ２  

障害者福祉Ⅱ 30  ２ ２  

高齢者福祉Ⅰ 30  ２ ２  

高齢者福祉Ⅱ 30  ２ ２  

法学部生のための論理 30  ２ １  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏｆ Ｈ

ｉｓｔｏｒｙ 

60  ４ １  
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Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏｆ Ｐ

ｈｉｌｏｓｏｐｈｙ 

60  ４ １  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏｆ Ｓ

ｏｃｉｏｌｏｇｙ 

60  ４ １  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏｆ Ｐ

ｏｌｉｔｉｃｓ ａｎｄ Ｇｌｏ

ｂａｌｉｚａｔｉｏｎ 

60  ４ １  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏｆ Ｉ

ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｒｅ

ｌａｔｉｏｎｓ 

60  ４ １  

アド

ヴァ

ンス

ト科

目 

演習Ⅰ 30 ２ ２ ３・

４ 

× 演習Ⅰ

２単位 

12単位

選択必

修。但

し６つ

の科目

群より

定めら

れた単

位数を

修得す

るこ

と。 

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓⅠ 

30 ２ ２ ２  

演習Ⅱ 30  ２ ３・

４ 

× 演習Ⅱ

２単位 

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓⅡ 

30  ２ ３・

４ 

 

演習Ⅲ 30  ２ ４ × 演習Ⅲ

２単位 Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓⅢ 

30  ２ ３・

４ 

 

演習Ⅳ 30  ２ ４ × 演習Ⅳ

２単位 Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓⅣ 

30  ２ ４  

卒業研究Ⅰ   ２ ４ × 卒業研

究Ⅰ２

単位 
Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ Ｒｅｓ

ｅａｒｃｈ ＰｒｏｊｅｃｔⅠ 

  ２ ３  

卒業研究Ⅱ   ２ ４ × 卒業研

究Ⅱ２

単位 

Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ Ｒｅｓ

ｅａｒｃｈ ＰｒｏｊｅｃｔⅡ 

  ２ ４  

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅｃｔｕｒｅ 

Ａ 

30  ２ ２  選択科目16単

位以上修得

（社会福祉専

修専用科目含

む） 

Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅｃｔｕｒｅ 

Ｂ 

30  ２ ２  

中・古期英語史と文化 30  ２ ２  

近代英語史と文化 30  ２ ２  

英語通訳演習Ｂ 30  ２ ２  

英語翻訳論 30  ２ ２  

英語特講Ａ 30  ２ ２  

英語特講Ｂ 30  ２ ２  

Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ Ｐｒａ

ｃｔｉｃｅ ａｓ Ｔｒａｎｓｃ

ｕｌｔｕｒａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉ

ｃａｔｉｏｎ 

30  ２ ２  

社会言語学 30  ２ ２  

現代日本語文法Ａ 30  ２ ２  

現代日本語文法Ｂ 30  ２ ２  
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日本語教材研究Ⅰ 30  ２ ２  

日本語教材研究Ⅱ 30  ２ ２  

日本語教授法Ⅰ 30  ２ ２  

日本語教授法Ⅱ 30  ２ ２  

日本語の表現 30  ２ ２  

認知英語学 30  ２ ２  

日英語比較研究 30  ２ ２  

日本語の語彙・表記 30  ２ ２  

第二言語習得論 30  ２ ２  

年少者日本語教育 30  ２ ３・

４ 

 

多言語社会と言語政策 30  ２ ３・

４ 

 

日本語教育実習 30  ２ ３・

４ 

 

日本語教授法演習 30  ２ ３・

４ 

 

日本語学特講Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

日本語学特講Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

英語科教育法Ⅲ 30  ２ ３・

４ 

 

英語科教育法Ⅳ 30  ２ ３・

４ 

 

国語科教育法Ⅲ 30  ２ ３・

４ 

× 

国語科教育法Ⅳ 30  ２ ３・

４ 

× 

中国語学中上級Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

中国語学中上級Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

中国語作文中上級Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

中国語作文中上級Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

中国語コミュニケーション演習中

上級Ａ 

30  ２ ３・

４ 

 

中国語コミュニケーション演習中

上級Ｂ 

30  ２ ３・

４ 

 

通訳演習（日中）Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

通訳演習（日中）Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

通訳演習（中日）Ａ 30  ２ ３・

４ 
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通訳演習（中日）Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

翻訳演習（日中）Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

翻訳演習（日中）Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

翻訳演習（中日）Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

翻訳演習（中日）Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

中国語文法研究Ａ 30  １ ２  

中国語文法研究Ｂ 30  １ ２  

ロシア語文法上級Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

ロシア語文法上級Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

ロシア語コミュニケーション上級

Ａ 

30  １ ３・

４ 

 

ロシア語コミュニケーション上級

Ｂ 

30  １ ３・

４ 

 

ロシア語ライティング上級Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

ロシア語ライティング上級Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

メディアのロシア語 30  ２ ３・

４ 

 

ロシア語学Ａ 30  ２ ２  

ロシア語学Ｂ 30  ２ ２  

日本古典文学作家作品論Ａ 30  ２ ２  

日本古典文学作家作品論Ｂ 30  ２ ２  

日本近代文学作家作品論Ａ 30  ２ ２  

日本近代文学作家作品論Ｂ 30  ２ ２  

日本文学特講Ａ 30  ２ ３・

４ 

 

日本文学特講Ｂ 30  ２ ３・

４ 

 

日本文学特講Ｃ 30  ２ ２  

英米児童文学研究 30  ２ ２  

演劇論 30  ２ ２  

Ｔｅｘｔ Ｓｔｕｄｉｅｓ 30  ２ ２  

ロシア文学 30  ２ ３・

４ 

 

漢文学特講Ⅰ 30  ２ ３・

４ 

 

漢文学特講Ⅱ 30  ２ ３・

４ 

 

ロシアのフォークロア 30  ２ ３・ 
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４ 

文芸創作演習 30  ２ ２  

演劇表現演習 30  ２ ２  

ジェンダーの社会学 30  ２ ２  

メディア論 30  ２ ２  

教育の社会学 30  ２ ２  

歴史の社会学 30  ２ ２  

現代宗教の社会学 30  ２ ２  

マンガ・児童文化探究 30  ２ ２  

サーベイ調査演習 30  ２ ２  

フィールド調査実習 30  ２ ２  

ディベート日本学 30  ２ ２  

サブカルチャー論 30  ２ ２  

民族誌的研究 30  ２ ２  

ポスト・コロニアル人類学 30  ２ ２  

科学・技術の人類学 30  ２ ２  

平和学 30  ２ ２  

人間の安全保障 30  ２ ２  

国際社会論 30  ２ ２  

東アジア共同体と安全保障論 30  ２ ２  

多文化共生と平和のためのワーク

ショップⅠ 

30  ２ ３・

４ 

 

多文化共生と平和のためのワーク

ショップⅡ 

30  ２ ３・

４ 

 

イスラーム文化論 30  ２ ２  

中国社会問題特講 30  ２ ２  

現代中国論 30  ２ ２  

ロシアの社会 30  ２ ３・

４ 

 

東洋思想史 30  ２ ２  

日本思想史Ⅱ 30  ２ ２  

論理学 30  ２ ２  

言語哲学 30  ２ ２  

宗教学 30  ２ ２  

科学哲学 30  ２ ２  

西洋哲学史Ⅱ 30  ２ ２  

哲学・思想特講Ａ 30  ２ ２  

哲学・思想特講Ｂ 30  ２ ２  

美学美術史 30  ２ ２  

民俗学 30  ２ ２  

キリスト教文化史 30  ２ ２  

東アジア文化論 30  ２ ２  

古文書学 30  ２ ２  

中央ユーラシアの歴史と文化 30  ２ ２  

パブリック・ヒストリー 30  ２ ２  
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東欧の歴史と文化 30  ２ ２  

人文地理学：人間 30  ２ ２  

自然地理学：人間 30  ２ ２  

地誌学：人間 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰａ（ロシア語） 30  ２ ３・

４ 

 

人間学外書講読Ⅰｂ（ロシア語） 30  ２ ３・

４ 

 

人間学外書講読Ⅱａ（ロシア語） 30  ２ ３・

４ 

 

人間学外書講読Ⅱｂ（ロシア語） 30  ２ ３・

４ 

 

人間学外書講読Ⅰａ（英語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰｂ（英語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱａ（英語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱｂ（英語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰａ（フランス

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰｂ（フランス

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱａ（フランス

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱｂ（フランス

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰａ（ドイツ語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰｂ（ドイツ語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱａ（ドイツ語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱｂ（ドイツ語） 30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰａ（西洋古典

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰｂ（西洋古典

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱａ（西洋古典

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱｂ（西洋古典

語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰａ（サンスクリ

ット語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅰｂ（サンスクリ

ット語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱａ（サンスクリ

ット語） 

30  ２ ２  

人間学外書講読Ⅱｂ（サンスクリ

ット語） 

30  ２ ２  

社会保障Ⅰ 30  ２ ２  

社会保障Ⅱ 30  ２ ２  

福祉サービスの組織と経営 30  ２ ３・  
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４ 

貧困に対する支援 30  ２ ２  

保健医療と福祉 30  ２ ３・

４ 

 

権利擁護を支える法制度 30  ２ ３・

４ 

 

人体の構造と機能及び疾病 30  ２ ２  

刑事司法と福祉 30  ２ ３・

４ 

 

Ｍｅｔａｅｔｈｉｃｓ 60  ４ ２  

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｗ

ｏｒｋｓｈｏｐ 

60  ４ ２  

Ａｎｔｈｒｏｐｏｌｏｇｙ ｏｆ 

Ｒｅｌｉｇｉｏｎ ａｎｄ Ｍｏ

ｒａｌｉｔｙ 

60  ４ ２  

Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｊｏｉｎｔ 

Ｓｅｍｉｎａｒ ｆｏｒ ＡＫＡ

ＤＥＭＩＡ 

30  ２ ２  

Ｖａｌｕｅ Ｃｒｅａｔｉｎｇ 

Ｅｄｕｃｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｇｌ

ｏｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐＡ 

30  ２ ２  

Ｖａｌｕｅ Ｃｒｅａｔｉｎｇ 

Ｅｄｕｃｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｇｌ

ｏｂａｌ Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐＢ 

30  ２ ２  

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓ Ａ 

30  ２ ２  

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓ Ｂ 

30  ２ ２  

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓ Ｃ 

30  ２ ３・

４ 

 

Ｓｅｍｉｎａｒ ｉｎ Ｈｕｍａ

ｎｉｔｉｅｓ Ｄ 

30  ２ ３・

４ 

 

卒業研究Ⅲ（論文作成） 30  ２ ４  

Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ Ｒｅｓ

ｅａｒｃｈ ＰｒｏｊｅｃｔⅢ 

30  ２ ４  

Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ ａ

ｎｄ Ｓｏｃｉｅｔｙ 

60  ４ ２  

Ｇｌｏｂａｌ Ｅｔｈｉｃｓ 60  ４ ２  

Ｎｏｎｐｒｏｆｉｔ Ｏｒｇａｎ

ｉｚａｔｉｏｎｓ ａｎｄ Ｐｕ

ｂｌｉｃ Ｓｅｃｔｏｒ 

60  ４ ２  

Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖｅ Ｐｏｌ

ｉｔｉｃｓ 

60  ４ ２  

教育史Ａ 30  ２ ２  

教育史Ｂ 30  ２ ２  

教育哲学 60  ３ ２  
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多文化社会と教育 30  ２ ３・

４ 

 

教育と人生 30  ２ ３・

４ 

 

政治学史 30  ２ ２  

国際関係史 30  ２ ２  

法史学入門（西洋法史） 30  ２ ２  

法史学（日本法史） 30  ２ ３・

４ 

 

法哲学 30  ２ ２  

日本政治外交史 30  ２ ３・

４ 

 

日本政治思想史 30  ２ ３・

４ 

 

地域コミュニティ論 30  ２ ３・

４ 

 

日本経済史 60  ４ ２  

西洋経済史 60  ４ ２  

現代経済史 60  ４ ３・

４ 

 

ソーシャルワーク演習 30  ２ ２ × 社会福祉専修

専用科目（社

会福祉専修所

属の学生のみ

履修可） 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ 30  ２ ２ × 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ 30  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅲ 30  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワーク演習（専門）Ⅳ 30  ２ ４ × 

ソーシャルワークの基盤と専門職 30  ２ ２ × 

ソーシャルワークの基盤と専門職

（専門） 

30  ２ ２ × 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ 30  ２ ２ × 

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ 30  ２ ２ × 

ソーシャルワークの理論と方法

（専門）Ⅰ 

30  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワークの理論と方法

（専門）Ⅱ 

30  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 30  ２ ２ × 

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 30  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 30  ２ ４ × 

ソーシャルワーク実習Ⅰ 60  ２ ３・

４ 

× 

ソーシャルワーク実習Ⅱ 180  ４ ３・

４ 

× 

別表第６ 

経営学部経営学科専門科目 

科目 授業科目 授業時必修・選択及 年次 他学 備考 
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別 間 び単位数 部履

修 必修 選択 

専門

科目 

演習Ⅰ 30 ２  ３・４ × ４科目８単位必修 

演習Ⅱ 30 ２  ３・４ × 

演習Ⅲ 30 ２  ４ × 

演習Ⅳ 30 ２  ４ × 

経営学原理 60  ４ １ × 経営学４単位 選択必修科目

Ａ群18単位以

上修得（５つ

の科目群より

定められた単

位数を修得す

ること） 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏ

ｆ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 

60  ４ １  

簿記原理 60  ４ １ × 簿記原理４単

位 Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 

ｔｏ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎ

ｇ Ⅰ 

30  ２ １ × 

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 

ｔｏ Ａｃｃｏｕｎｔｉｎ

ｇ Ⅱ 

30  ２ １ × 

統計学 60  ４ １ × 統計学４単位 

Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ 

ｏｆ Ｄａｔａ Ｓｃｉｅ

ｎｃｅ 

60  ４ １  

経済学 60  ４ ２ × 経済学４単位 

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏ

ｆ Ｅｃｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ １  

人間主義経営演習 30  ２ ２ × 人間主義経営

演習２単位 Ｈｕｍａｎｉｓｔｉｃ Ｍ

ａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｗｏ

ｒｋｓｈｏｐ 

30  ２ ２ × 

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 

ｔｏ Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕ

ｓｉｎｅｓｓ Ｌｅａｄｅ

ｒｓｈｉｐ 

30  ２ １ × 選択必修科目Ｂ群16単位以

上修得 

株式会社簿記 30  ２ １ × 

工業簿記 30  ２ １ × 

経営管理論 60  ４ １  

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ Ⅰ 

60  ４ ２ × 

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ Ⅱ 

60  ４ ２ × 

管理会計基礎 60  ４ ２  

会計学 60  ４ ２  

ローカル・ビジネス論 30  ２ ２  

人的資源管理論 60  ４ ２  

財務管理論 60  ４ ２  

経営戦略論 60  ４ ２  

ビジネス・データサイエン 60  ４ ２  



67/103 

ス 

Ｒプログラミング入門 30  ２ ２  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｃｏｎｔｅｘｔ ｉｎ 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 

60  ４ ２  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏ

ｆ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 

60  ４ ２  

Ｓｔａｋｅｈｏｌｄｅｒ 

Ｄｉａｌｏｇｕｅ 

30  ２ ２  

Ｆｉｎａｎｃｉａｌ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ 

60  ４ ２  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 

60  ４ ２  

人間主義経営論Ａ 15  １ ２  選択科目 

（Ｇｌｏｂａｌ Ｐｒｏｇ

ｒａｍ科目含む）36単位以

上修得 

人間主義経営論Ｂ 15  １ ２  

人間主義経営論Ｃ 15  １ ２  

人間主義経営論Ｄ 15  １ ２  

マーケティング 30  ２ ２  

会社法 60  ４ ２  

地方創生とビジネス 30  ２ ２ × 

地方創生ビジネス・ワーク

ショップ 

30  ２ ２ × 

まちづくり八王子フィール

ドワーク 

30  ２ ２  

公共政策論 30  ２ ２  

地方政治論 30  ２ ３  

プロジェクト・マネジメン

ト論 

30  ２ ２  

サステナビリティ経営会計 30  ２ ２  

資本市場と証券投資 30  ２ ２  

経営情報論 60  ４ ２  

Ｐｙｔｈｏｎプログラミン

グ入門 

60  ４ ２  

Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ 60  ４ １  

ビジネス＆ロー・ワークシ

ョップⅠ 

30  ２ ２  

ビジネス＆ロー・ワークシ

ョップⅡ 

30  ２ ２ × 

専門基礎演習 30  ２ ２ × 

経営組織論 60  ４ ３・４  

企業論 60  ４ ３・４  

ベンチャー・ビジネス論 60  ４ ３・４  

生産管理論 60  ４ ３・４  

流通論 30  ２ ３・４  

消費者行動論 30  ２ ３・４  

サービス・マーケティング 30  ２ ３・４  

経営史 60  ４ ３・４  
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環境マネジメント 30  ２ ３・４  

ビジネス統計 30  ２ ３・４  

ＡＩとビジネス 30  ２ ３・４  

ビジネス・シミュレーショ

ン 

30  ２ ３・４  

金融論 60  ４ ３・４  

金融機関論 30  ２ ３・４  

証券市場論 60  ４ ３・４  

企業価値管理会計 60  ４ ３・４  

監査論 30  ２ ３・４  

ミクロ経済学中級 60  ４ ２  

マクロ経済学中級 60  ４ ２  

労働法 60  ４ ３・４  

民法 60  ４ ３・４  

ビジネス＆ロー・ワークシ

ョップⅢ 

30  ２ ３・４ × 

マネジメント・サイエンス 60  ４ ３・４  

国際経営論 60  ４ ３・４  

国際地域経営論 30  ２ ３・４  

多国籍企業論 60  ４ ３・４  

国際比較経営史 30  ２ ３・４  

社会保障法 60  ４ ３・４  

知的財産法 60  ４ ３・４  

租税法 60  ４ ３・４  

環境法 60  ４ ３・４  

消費者法 30  ２ ３・４  

サービス・ラーニングＡ 15  １ １ × 

サービス・ラーニングＢ 15  １ １ × 

サービス・ラーニングＣ 15  １ １ × 

サービス・ラーニングＤ 15  １ １ × 

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｉｎｔｅｒｎｓｈ

ｉｐ Ａ 

30  ２ １ × 

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｉｎｔｅｒｎｓｈ

ｉｐ Ｂ 

30  ２ １ × 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ Ⅰ 

45  ３ １ × 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ Ⅱ 

45  ３ １ × 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ Ⅲ 

45  ３ １ × 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ 45  ３ １ × 
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ｌ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｓ

ｔｕｄｉｅｓ Ⅳ 

特殊講義Ａ 30  ２ １  

特殊講義Ｂ 30  ２ １  

経営特講Ａ 60  ４ １  

特殊講義Ｃ 30  ２ ２  

特殊講義Ｄ 30  ２ ２  

経営特講Ｂ 60  ４ ２  

特殊講義Ｅ 30  ２ ３・４  

特殊講義Ｆ 30  ２ ３・４  

特殊講義Ｇ 30  ２ ３・４  

特殊講義Ｈ 30  ２ ３・４  

経営特講Ｃ 60  ４ ３・４  

経営特講Ｄ 60  ４ ３・４  

Ｇｌｏｂａｌ Ｐｒｏｇｒ

ａｍ ＭｉｓｓｉｏｎⅠ 

30  ２ １  ＧｌｏｂａｌＰｒｏｇｒａ

ｍ科目 

Ｇｌｏｂａｌ Ｐｒｏｇｒ

ａｍ ＭｉｓｓｉｏｎⅡ 

30  ２ １  

グローバルリーダー・ワー

クショップⅠ 

15  １ １  

グローバルリーダー・ワー

クショップⅡ 

15  １ １  

グローバルリーダー・ワー

クショップⅢ 

15  １ １  

グローバルリーダー・ワー

クショップⅣ 

15  １ １  

Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｍａｎａ

ｇｅｍｅｎｔ Ⅰ 

30  ２ ２  

Ｐｒｏｊｅｃｔ Ｍａｎａ

ｇｅｍｅｎｔ Ⅱ 

30  ２ ３・４  

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｂｕｓ

ｉｎｅｓｓ Ａ 

30  ２ ２  

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｂｕｓ

ｉｎｅｓｓ Ｂ 

30  ２ ２ × 

Ｍｕｌｔｉｃｕｌｔｕｒａ

ｌ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

30  ２ ３・４  

Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ 

Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

30  ２ ３・４  

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｒｅｖｉｅｗ Ⅰ 

30  ２ ３・４  

Ｇｌｏｂａｌ Ｂｕｓｉｎ

ｅｓｓ Ｒｅｖｉｅｗ Ⅱ 

30  ２ ３・４  

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｔｈ

ｉｃｓ 

30  ２ ３・４  

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ

ｌ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ 

30  ２ ３・４ × 
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Ｉｓｓｕｅｓ 

Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｔｈｉ

ｎｋｉｎｇ ｉｎ Ｂｕｓ

ｉｎｅｓｓ Ｓｔｒａｔｅ

ｇｙ 

30  ２ ３・４  

Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ ｏ

ｆ Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｂ

ｅｈａｖｉｏｒ 

30  ２ ３・４  

Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ 

ｔｏ Ｌｅｇａｌ Ｓｔｕ

ｄｉｅｓ 

30  ２ １ × 

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ 

30  ２ ２  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｈｕｍａｎ Ｒｉｇｈ

ｔｓ 

60  ４ ３・４  

Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎ

ｔａｌ Ｐｏｌｉｃｙ 

30  ２ ２  

Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ

ｌ Ｌａｗ 

30  ２ ３・４  

Ｐｅａｃｅ Ｓｔｕｄｉｅ

ｓ 

30  ２ ２  

Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｄｅｖ

ｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ 

Ｊａｐａｎ Ⅰ 

30  ２ ２  

Ｐｏｌｉｔｉｃａｌ Ｅｃ

ｏｎｏｍｙ ｏｆ Ｊａｐ

ａｎ ａｎｄ Ａｓｉａ 

30  ２ ２  

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

ａｎｄ Ｅｎｖｉｒｏｎｍ

ｅｎｔ 

60  ４ ２  

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ ａｎｄ 

Ｊａｐａｎｅｓｅ Ｐｅｏ

ｐｌｅ 

30  ２ ２  

Ｈｕｍａｎ Ｒｅｓｏｕｒ

ｃｅｓ Ｍａｎａｇｅｍｅ

ｎｔ ｉｎ Ｊａｐａｎ 

ａｎｄ Ａｓｉａ 

30  ２ ２  

Ｓｔｕｄｙ Ｓｋｉｌｌｓ 

ｆｏｒ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 

Ⅰ 

60  ２ １ × 学部学科英語科目（外国語

科目） 

Ｓｔｕｄｙ Ｓｋｉｌｌｓ 

ｆｏｒ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ 

Ⅱ 

60  ２ １ × 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｎｇ

ｌｉｓｈ Ⅰ 

60  ２ １ × 

Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｎｇ

ｌｉｓｈ Ⅱ 

60  ２ １ × 
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Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｅｎｇ

ｌｉｓｈ Ⅲ 

60  ２ ２ × 

別表第７ 

教育学部教育学科専門科目 

科目別 授業科目 授業時間 

必修・選択及び単

位数 

年次 

他学部履修

不可（×）

／他学科履

修不可

（※） 

備考 

必修 選択 

専門科

目 

教育原論 60 ４  １ ※ ５科目14

単位必修 

 

心理学概論 60 ４  １ ※  

演習Ⅰ 30 ２  ３・４ ※  

演習Ⅱ 30 ２  ３・４ ※  

演習Ⅲ 30 ２  ４ ※  

教職概論 30  ２ １ ※ 18単位以

上選択必

修 

 

教育・学校心理学 30  ２ １ ※  

学校研究 30  ２ ２   

発達心理学 30  ２ ２ ※  

教育哲学 60  ３ ２   

教育社会学 60  ３ ２   

国際開発教育論 30  ２ ２ ×  

国際理解教育論 30  ２ ２ ×  

カリキュラム論 30  ２ ３・４ ※  

教育方法学 60  ３ ３・４ ×  

人間教育の潮流 30  ２ ３・４ ×  

平和と教育 30  ２ ２ ×  

比較・国際教育学 30  ２ ３・４ ×  

臨床心理学概論 30  ３ ３・４ ※  

教育カウンセリング 30  ２ ３・４ ※  

卒業研究Ⅰ   ２ ３・４ ※  

演習Ⅳ 30  ２ ４ ※  

卒業研究Ⅱ   ２ ４ ※  

スタディー・リーダ

ー基礎 

30  ２ １ ※ 46単位以

上選択

（公認心

理士養成

課程科目

含む） 

 

公認心理師の職責 30  ２ １ ※  

心理学研究法 30  ２ １ ※  

健康・医療心理学 30  ２ １ ※  

生涯学習概論 30  ２ １   

社会教育概論 30  ２ １   

ＩＣＴ活用教育の理

論と方法Ⅰ：教育 

15  １ １ ※  

特別支援教育概論 30  ２ １   

教育史Ａ 30  ２ ２   

教育史Ｂ 30  ２ ２   

心理学統計法 30  ２ ２ ※  

心理学実験（心理学 30  ２ ２ ※  
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実験法） 

知覚・認知心理学 30  ２ ２ ※  

学習・言語心理学 30  ２ ２ ※  

神経・生理心理学 30  ２ ２ ※  

関係行政論 30  ２ ２ ※  

海外教育事情 45  ３ ２ ※  

海外教育研修 45  ３ ２ ※  

学校体験活動Ⅰ(中) 60  ２ ２ ×  

学校体験活動Ⅱ(中) 60  ２ ２ ×  

生徒・進路指導論 30  ２ ２ ※  

特別活動論 15  １ ２ ※  

教育とキャリア 30  ２ ２ ※  

生涯学習支援論Ⅰ 30  ２ ２   

生涯学習支援論Ⅱ 30  ２ ２   

社会教育特講Ａ 30  ２ ２   

知的障害教育論Ⅰ 30  ２ ２ ※  

視覚障害・聴覚障害

者の心理・生理・病

理 

30  ２ ２ ※  

視覚・聴覚障害教育

論 

30  ２ ２ ※  

地理学Ⅰ：教育 30  ２ ２ ×  

地理学Ⅱ：教育 30  ２ ２ ×  

地誌学：教育 30  ２ ２ ×  

人文地理学：教育 30  ２ ２ ×  

自然地理学：教育 30  ２ ２ ×  

宗教学概論：教育 30  ２ ２ ×  

哲学概論：教育 30  ２ ２ ×  

倫理学概論：教育 30  ２ ２ ×  

社会学概論：教育 30  ２ ２ ×  

法律学概論：教育 30  ２ ２ ×  

政治学概論：教育 30  ２ ２ ×  

日本史Ⅰ 30  ２ ２ ×  

日本史Ⅱ 30  ２ ２ ×  

外国史Ⅰ（西洋史） 30  ２ ２ ×  

外国史Ⅱ（東洋史） 30  ２ ２ ×  

英語特講Ａ 30  ２ ２ ※  

英語特講Ｂ 30  ２ ２ ※  

教育学特講Ａ 30  ２ ３・４ ※  

教育学特講Ｂ 30  ２ ３・４   

心理学特講Ａ 30  ２ ３・４ ※  

心理学特講Ｂ 30  ２ ３・４ ※  

感情・人格心理学 30  ２ ３・４ ※  

社会・集団・家族心

理学 

30  ２ ３・４ ※ 
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障害者・障害児心理

学 

30  ２ ３・４ ※  

司法・犯罪心理学 30  ２ ３・４ ※  

精神疾患とその治療 30  ２ ３・４ ※  

ミュージアム・エデ

ュケーションⅠ 

30  ２ ３・４ ※  

ミュージアム・エデ

ュケーションⅡ 

30  ２ ３・４ ※  

学校体験活動Ⅲ

（中） 

30  １ ２ × 
 

学校体験活動Ⅳ

（中） 

30  １ ２ × 
 

教育行財政学 30  ２ ３・４ ※  

インクルーシブ教育

論 

15  １ ３・４ ※ 
 

道徳教育論 30  ２ ３・４ ×  

総合的な学習の時間

の指導論 

15  １ ３ ※ 
 

特別活動演習 15  １ ３・４ ×  

教育の方法と技術 30  ２ ３・４ ※  

ＩＣＴ活用教育の理

論と方法Ⅱ：教育 

15  １ ３・４ ※ 
 

環境教育論 30  ２ ３・４   

多文化社会と教育 30  ２ ３・４   

教育と人生 30  ２ ３・４   

知的障害者の心理・

生理・病理 

30  ２ ３・４ ※  

発達障害者の心理・

生理・病理 

30  ２ ３・４ ※  

教育実習事前指導

（中・高） 

30  １ ３・４ ×  

教育実習Ⅰ（中・

高） 

60  ２ ３・４ × 
 

教育実習Ⅱ（中） 60  ２ ３・４ ×  

社会教育特講Ｂ 30  ２ ３・４   

社会教育演習Ⅰ 30  ２ ３・４  社会教育

主事課程

登録者の

み履修可 

社会教育演習Ⅱ 15  １ ３・４  社会教育

主事課程

登録者の

み履修可 

社会教育経営論Ⅰ 30  ２ ３・４   

社会教育経営論Ⅱ 30  ２ ３・４   

社会教育実習 30  １ ３・４  社会教育

主事課程
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登録者の

み履修可 

産業・組織心理学 30  ２ ４ ※  

心理学的支援法 30  ２ ４ ※  

知的障害者の心理特

論 

30  ２ ４ ※  

教職実践演習 30  ２ ４ ※  

福祉心理学 30  ２ ３・４ ※ 公認心理士養成課

程科目（公認心理

師養成課程登録者

のみ履修可） 

心理的アセスメント 30  ２ ３・４ ※ 

心理演習 30  １ ４ ※ 

心理実習Ⅰ 40  １ ４ ※ 

心理実習Ⅱ 40  １ ４ ※ 

別表第８ 

教育学部児童教育学科専門科目 

科

目

別 

授業科目 
授業

時間 

必修・選択

及び単位数 

年次 

他学部履修

不可（×）

／他学科履

修不可

（※） 

備考 

必修 選択 

専

門

科

目 

教育原論 60 ４  １ ※ ５科目14単位必修 

心理学概論 60 ４  １ ※ 

演習Ⅰ 30 ２  ３・４ ※ 

演習Ⅱ 30 ２  ３・４ ※ 

演習Ⅲ 30 ２  ４ ※ 

教職概論 30  ２ １ ※ 14単位以上選択必修 

特別支援教育概論 30  ２ １ × 

学校研究 30  ２ ２ × 

カリキュラム論 30  ２ ２ ※ 

学校・教育心理学 30  ２ ２ ※ 

発達心理学 30  ２ ２ ※ 

授業技術 30  ２ ３・４ × 

教育行財政学 30  ２ ３・４ ※ 

教育の方法と技術 30  ２ ３・４ ※ 

授業改善のためのデータ

活用 

30  ２ ３・４ × 

卒業研究Ⅰ   ２ ３・４ ※ 

演習Ⅳ 30  ２ ４ ※ 

卒業研究Ⅱ   ２ ４ ※ 

スタディー・リーダー基

礎 

30  ２ １ ※  50単位以上

選択（特別

支援免許課

程科目含

む）（な

お、教科群

Ａ・Ｃ・Ｅ

群から計12

ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅰ：児教 

15  １ １ ※ 

保育原理 15  １ １ × 

保育内容総論 15  １ １ × 

幼児と健康 30  ２ １ × 

幼児と人間関係 30  ２ １ × 
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幼児と環境 30  ２ １ × 単位以上、

Ｂ・Ｄ群か

ら計６単位

以上、合計

18単位以上

を含むこ

と） 

幼児と言葉 30  ２ １ × 

幼児と表現 30  ２ １ × 

海外教育事情 45  ３ １ ※ 

海外教育研修 45  ３ １ ※ 

学校体験活動Ｉ（幼・

小） 

60  ２ ２ × 

学校体験活動Ⅱ（幼・

小） 

60  ２ ２ × 

国語科教育 30  ２ ２  

社会科教育 30  ２ ２  

算数科教育 30  ２ ２  

理科教育 30  ２ ２  

音楽科教育 30  ２ ２  

英語科教育 30  ２ ２  

図工科教育 30  ２ ２  

体育科教育 30  ２ ２  

保育・教育課程論 30  ２ ２ × 

保育方法論 30  ２ ２ × 

保育内容（健康）の指導

法 

30  ２ ２ × 

保育内容（人間関係）の

指導法 

30  ２ ２ × 

保育内容（環境）の指導

法 

30  ２ ２ × 

保育内容（言葉）の指導

法 

30  ２ ２ × 

保育内容（表現）の指導

法 

30  ２ ２ × 

幼児理解の理論と方法 30  ２ ２ × 

生徒・進路指導論 15  １ ２ ※ 

特別活動論 30  ２ ２ ※ 

発達障害者教育論 30  ２ ２ × 

教育とキャリア 30  ２ ２ ※ 

道徳教育論 30  ２ ２ × 

ピアノ基礎 15  １ ２  

幼児教育総合演習 30  ２ ２ × 

英語特講Ａ 30  ２ ２ ※ 

英語特講Ｂ 30  ２ ２ ※ 

生活科教育 30  ２ ３・４  

家庭科教育 30  ２ ３・４  

インクルーシブ教育論 15  １ ３・４ ※ 

教育カウンセリング 30  ２ ３・４ ※ 

総合的な学習の時間の指

導論 

15  １ ３・４ ※ 

特別活動演習 15  １ ３・４  
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ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅱ：児教 

15  １ ３・４ ※ 

ピアノの弾き歌い 15  １ ３・４  

幼児と自然体験 30  ２ ３・４ × 

幼児とコミュニケーショ

ン 

30  ２ ３・４ × 

幼児と環境構成 30  ２ ３・４ × 

幼児と音楽 30  ２ ３・４ × 

幼児と造形 30  ２ ３・４ × 

ミュージアム・エデュケ

ーションⅠ 

30  ２ ３・４ ※ 

ミュージアム・エデュケ

ーションⅡ 

30  ２ ３・４ ※ 

学校体験活動Ⅲ（幼・

小） 

30  １ ２ × 

学校体験活動Ⅳ（幼・

小） 

30  １ ２ × 

教育学特講Ａ 30  ２ ３・４ ※ 

教育学特講Ｂ 30  ２ ３・４ ※ 

心理学特講Ａ 30  ２ ３・４ ※ 

心理学特講Ｂ 30  ２ ３・４ ※ 

特別支援教育特論 30  ２ ３・４ × 

教育実習事前指導（幼・

小） 

30  １ ３・４ × 

教育実習Ⅰ（幼・小） 60  ２ ３・４ × 

教育実習Ⅱ（幼・小） 60  ２ ３・４ × 

教職実践演習 30  ２ ４ ※ 

国語概論 30  ２ １ × 教科Ａ群 

文学・物語 30  ２ ３・４ × 

読解・言語活動 15  １ ３・４ × 

書写 15  １ ３・４ × 

数学概論 30  ２ １ × 教科Ｂ群 

図形 30  ２ ３・４ × 

変化と関係 15  １ ３・４ × 

データの活用 15  １ ３・４ × 

社会科概論 30  ２ １ × 教科Ｃ群 

地理 15  １ ３・４ × 

歴史 15  １ ３・４ × 

公民 15  １ ３・４ × 

理科概論 30  ２ １ × 教科Ｄ群 

理科演習 30  ２ ３・４ × 

英語概論 30  ２ ２ × 教科Ｅ群 

音声英語研究 15  １ ３・４ × 

記述英語研究 15  １ ３・４ × 

家庭科概論 30  ２ ３・４ × 教科Ｆ群 

生活科概論 30  ２ ３・４ × 教科Ｇ群 
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音楽概論 30  ２ １ × 教科Ｈ群 

音楽表現・指導技法 30  １ ３・４ × 

美術概論 30  ２ １ × 教科Ｉ群 

平面表現基礎 30  １ ３・４ × 

立体表現基礎 30  １ ３・４ × 

体育概論 30  ２ １ × 教科Ｊ群 

運動学習と身体表現 30  １ ３・４ × 

運動技術の探究 30  １ ３・４ × 

知的障害教育論Ⅰ 30  ２ ２ × 特別支援免許課程科目

（特別支援免許課程登録

者のみ履修可） 

視覚障害・聴覚障害者の

心理・生理・病理 

30  ２ ２ × 

視覚・聴覚障害教育論 30  ２ ３・４ × 

知的障害者の心理・生

理・病理 

30  ２ ３・４ × 

知的障害教育論Ⅱ 30  ２ ３・４ × 

肢体不自由教育論 30  ２ ３・４ × 

病弱教育論 30  ２ ３・４ × 

肢体不自由者の心理・生

理・病理 

30  ２ ３・４ × 

病弱者の心理・生理・病

理 

30  ２ ３・４ × 

発達障害者の心理・生

理・病理 

30  ２ ３・４ × 

知的障害者の心理特論 30  ２ ４ × 

教育実習（特別支援） 90  ３ ４ × 

別表第９ 

理工学部情報システム工学科専門科目 

科目別 授業科目 
授業

時間 

必修・選択及び

単位数 

年次 

他学部履修

不可（×）

／他学科履

修不可

（※） 

備考 

必修 選択 

専門科

目 

プロジェクト・ス

タディーズ 

30 ２  １ ※ ７科目14単位必修 

微積分学Ⅰ 30 ２  １  

線型代数学Ⅰ 30 ２  １  

数学演習Ⅰ 30 ２  １  

プログラミング演

習Ⅰ 

30 ２  １ ※ 

情報システム総論 30 ２  １ ※ 

ケーススタディⅠ 30 ２  ３ ※ 

ケーススタディⅡ 30 ２  ３ ※ 

演習Ⅰ 30 ２  ４ ※ 

演習Ⅱ 30 ２  ４ ※ 

初級微積分学 30  ２ １  微積分学

２単位 

８単位以

上選択必微積分学Ⅰ 30  ２ １  
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初級線型代数学 30  ２ １  線型代数

学２単位 

修（４つ

の科目群

から各２

単位以上

修得する

こと） 

線型代数学Ⅰ 30  ２ １  

初級数学演習 30  ２ １  数学演習

２単位 数学演習Ⅰ 30  ２ １  

情報工学実験 60  ２ ２ ※ 実験科目

２単位 電子工学実験 60  ２ ２ ※ 

数理科学実験 60  ２ ３ ※ 

ネットワーク実験 60  ２ ３ ※ 

物理学Ａ（基礎力

学） 

30  ２ １  48単位以上選択 

情報社会論 30  ２ １  

微積分学Ⅱ 30  ２ １  

線型代数学Ⅱ 30  ２ １  

数学演習Ⅱ 30  ２ １  

物理学Ｂ（基礎電

磁気学） 

30  ２ １  

プログラミング演

習Ⅱ 

30  ２ １ ※ 

電子工学概論 30  ２ １ ※ 

論理と集合 30  ２ １  

国際交流論 30  ２ ２ × 

確率統計 30  ２ ２  

解析学概論 30  ２ ２  

数値解析 30  ２ ２  

データ構造 30  ２ ２  

ソフトウェア演習

Ａ 

30  ２ ２ ※ 

情報計測工学 30  ２ ２ ※ 

微分方程式 30  ２ ２ ※ 

幾何学概論 30  ２ ２ ※ 

光エレクトロニク

ス 

30  ２ ２ ※ 

言語処理アルゴリ

ズム 

30  ２ ２  

ソフトウェア演習

Ｂ 

30  ２ ２ ※ 

ディジタル回路基

礎論 

30  ２ ２  

制御工学 30  ２ ２ ※ 

計算機アーキテク

チャ 

30  ２ ２  

オペレーティング

システム 

30  ２ ２  

代数学概論 30  ２ ２  

位相数学 30  ２ ２ ※ 

オペレーションズ 30  ２ ２  
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リサーチ 

情報理論 30  ２ ２  

数学科教育法Ⅰ 30  ２ ２ ※ 

数学科教育法Ⅱ 30  ２ ２ ※ 

情報科教育法Ⅰ 30  ２ ２ ※ 

情報科教育法Ⅱ 30  ２ ２ ※ 

数理計画法 30  ２ ３  

国際情報技術交流

史 

30  ２ １  

現代数学概説Ａ 30  ２ ３  

現代数学概説Ｂ 30  ２ ３  

ソフトウェア工学 30  ２ ３  

コンピュータネッ

トワーク論 

30  ２ ３  

シミュレーション

論 

30  ２ ３  

データベース論 30  ２ ３  

人工知能 30  ２ ３  

ソフトコンピュー

ティング 

30  ２ ３  

暗号理論 30  ２ ３  

情報セキュリティ

論 

30  ２ ３  

データサイエンス

演習（情報） 

30  ２ ３ × 

ソフトウェア演習

Ｃ 

30  ２ ３ ※ 

ソフトウェア演習

Ｄ 

30  ２ ３ ※ 

信号理論 30  ２ ３  

マルチメディア論 30  ２ ３  

知的財産法概論 30  ２ ３  

マルチメディア演

習 

30  ２ ３ ※ 

国際情報英書講読 30  ２ ２  

データプロセシン

グ 

30  ２ ２  

システムバイオロ

ジー 

30  ２ ２  

Ｔｏｐｉｃｓ ｉ

ｎ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ ａｎｄ Ｅｎ

ｇｉｎｅｅｒｉｎ

ｇ 

30  ２ ２  

国際技術協力論 30  ２ ２  

特別講義 30  ２ ３ ※ 

Ａｃａｄｅｍｉｃ 30  ２ ３ ※ 
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Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｓｃｉｅ

ｎｃｅⅠ 

Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｓｃｉｅ

ｎｃｅⅡ 

30  ２ ３ ※ 

幾何学Ⅱ 30  ２ ３  

数学科教育法Ⅲ 30  ２ ３ ※ 

数学科教育法Ⅳ 30  ２ ３ ※ 

情報と職業 30  ２ ３ × 

卒業研究Ⅰ   ４ ４ ※ 

卒業研究Ⅱ   ４ ４ ※ 

アドバンストプロ

ジェクト・スタデ

ィーズ 

  ２ ２ ※ 

理工学基礎特別演

習 

30  ２ ２ ※ 

学部学

科英語

科目

（外国

語科

目） 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ ｆｏ

ｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅⅠ 

60  ２ １ ※  

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃ

ａｔｉｏｎ ｆｏ

ｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅⅡ 

60  ２ １ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏ

ｇｉｅｓ Ｉ 

30  １ ２ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｉｎｆｏ

ｒｍａｔｉｏｎ 

Ｔｅｃｈｎｏｌｏ

ｇｉｅｓ Ⅱ 

30  １ ２ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｉｎｔｅ

ｒｎａｔｉｏｎａ

ｌ Ｔｅｃｈｎｉ

ｃａｌ Ｃｏｏｐ

ｅｒａｔｉｏｎ 

Ⅰ 

30  １ ２ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ 

ｆｏｒ Ｉｎｔｅ

ｒｎａｔｉｏｎａ

30  １ ２ ※ 
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ｌ Ｔｅｃｈｎｉ

ｃａｌ Ｃｏｏｐ

ｅｒａｔｉｏｎ 

Ⅱ 

別表第10 

理工学部共生創造理工学科専門科目 

科目区分 授業科目 
授業時

間 

必修・選択及び

単位数 

年次 

他学部履

修不可

（×）／

他学科履

修不可

（※） 

備考 

必修 選択 

専門導入科

目 

プロジェクト・スタ

ディーズ 

30 ２  １ ※ ２科目４単

位必修 

先端理工学トピック

ス 

30 ２  ２  

専門基礎科

目 

基礎科学実験 30 １  １ × ７科目13単

位必修 初等微積分学 30 ２  １  

線型数理 30 ２  １ ※ 

物理学Ａ（基礎力

学） 

30 ２  １  

化学Ａ 30 ２  １  

生物学Ａ 30 ２  １  

Ｐｙｔｈｏｎプログ

ラミング演習 

30 ２  ２ ※ 

物理学Ｂ（基礎電磁

気学） 

30  ２ １  選択必修Ａ

群４単位以

上 化学Ｂ 30  ２ １  

生物学Ｂ 30  ２ ２  

化学実験 60  ２ １  選択必修Ｂ

群４単位以

上 

物理学実験 60  ２ ２  

生物学実験 60  ２ ２  

基礎数学 30  ２ １ × 自由選択科

目 基礎物理学 30  ２ １ × 

基礎化学 30  ２ １ × 

基礎生物学 30  ２ １ × 

専門演習科

目 

データサイエンス演

習Ｉ（共生基礎） 

30 ２  ２ ※ ５科目10単

位必修 

演習Ⅰ 30 ２  ３・４ ※ 

演習Ⅱ 30 ２  ３・４ ※ 

卒業演習Ⅰ 30 ２  ４ ※ 

卒業演習Ⅱ 30 ２  ４ ※ 

卒業研究Ⅰ   ５ ４ ※ 選択科目 

卒業研究Ⅱ   ５ ４ ※ 

専門応用科

目 

統計学 30  ２ ２  応

／

生

専門応

用科目

36単位
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▲

／

環 

以上。

うち応

用化学

（応）

、生命

科学

（生）

、環境

システ

ム

（環）

の３つ

の領域

から１

つを選

択し、

必修選

択科目

▲８単

位以

上、選

択科目

14単位

以上を

含むこ

と。 

自然科学史 30  ２ ２  環 

アドバンストプログ

ラミング演習 

30  ２ ２ ※ 応

／

生

／

環 

統計熱力学 30  ２ ３・４  応

／

生 

量子力学 30  ２ ２  環 

微分方程式 30  ２ ３・４  応 

電磁気学 30  ２ ２  環

▲ 

有機化学 30  ２ ２  応

▲

／

生

／

環 

分析化学 30  ２ ２  応

／

生

／

環 

物理化学 30  ２ ２  応

▲

／

生

／

環 

物理化学実験 60  ２ ２ × 応

▲

／

生 

無機化学 30  ２ ３・４  応

▲

／

環 

量子化学 30  ２ ３・４  応

／

生 

微生物学 30  ２ ２  生

▲

／

環 

微生物学実験 60  ２ ２ × 生
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▲

／

環 

分子生物学 30  ２ ２  生

▲ 

分子生物学実験 60  ２ ３・４ × 生

▲ 

生化学 30  ２ ２  応

／

生

▲ 

生化学実験 60  ２ ３・４ × 生

▲ 

生態学 30  ２ ２  環

▲ 

植物生理生態学 30  ２ ２  環 

細胞生物学 30  ２ ２  生

▲ 

発生生物学 30  ２ ３・４  生 

構造生物学 30  ２ ３・４  生 

分子細胞生物学 30  ２ ３・４  生 

代謝生化学 30  ２ ３・４  生 

酵素化学 30  ２ ３・４  応

／

生 

免疫科学 30  ２ ３・４  生 

地球科学概論 30  ２ ２  環

▲ 

気候学 30  ２ ２  環 

地球化学 30  ２ ３・４  応

／

環 

土壌学 30  ２ ３・４  環 

地球科学実験 60  ２ ３・４ × 環

▲ 

海洋学実習 60  ２ ３・４ × 環 

光エレクトロニクス 30  ２ ２  環 

物性物理概論 30  ２ ３・４ ※ 環 

情報工学実験 60  ２ ３・４ ※ 環 

情報計測工学 30  ２ ３・４  環 

信号理論 30  ２ ３・４  環 

マテリアルサイエン

ス 

30  ２ ３・４  応

▲ 

マテリアルサイエン

ス実験 

60  ２ ３・４ × 応

▲ 

機器分析学 30  ２ ３・４  応

／
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生 

ニューロサイエンス 30  ２ ３・４  生 

データサイエンス演

習Ⅱ（生命科学） 

30  ２ ３・４  応

／

生

▲

／

環 

ナノサイエンス 30  ２ ３・４  応

／

生 

エネルギー資源学 30  ２ ３・４  応

／

環 

環境科学 30  ２ ３・４  環 

環境分析化学実験 30  １ ３・４ × 応

／

環 

生態環境工学 30  ２ ３・４  環 

環境計量学 30  ２ ３・４  応

／

環 

データサイエンス演

習Ⅱ（環境システ

ム） 

30  ２ ３・４  環

▲ 

ハードウェア基礎論 30  ２ ３・４  環

▲ 

ディジタル回路基礎

論 

30  ２ ２  環 

電子工学実験 60  ２ ２ ※ 環

▲ 

科学技術論 30  ２ ２  応

／

環 

制御工学 30  ２ ３・４  環 

食品工学 30  ２ ３・４  応

／

生

／

環 

バイオテクノロジー 30  ２ ３・４  生 

反応工学 30  ２ ３・４  応 

化学工学 30  ２ ２  応 

廃棄物処理工学 30  ２ ３・４  環 

情報基礎論 30  ２ ２  応

／

生

／
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環 

データサイエンス演

習Ⅱ（応用化学） 

30  ２ ３・４  応

▲

／

環 

Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ

ｏｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅰ 

30  ２ ３・４ ※ 応

／

生

／

環 

Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ

ｏｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅱ 

30  ２ ３・４ ※ 応

／

生

／

環 

Ｔｏｐｉｃｓ ｉｎ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ ａ

ｎｄ Ｅｎｇｉｎｅ

ｅｒｉｎｇ 

30  ２ ２   

国際技術協力論 30  ２ ２  応

▲

／

環 

国際交流論 30  ２ ２ ×  

国際情報英書講読 30  ２ ２   

国際情報英書講読 30  ２ １   

専門関連科

目（自由選

択科目） 

特別講義 15  １ ３・４   

環境教育論 30  ２ ２  

環境経済論 60  ４ ２  

経営情報論 60  ４ ２  

専門学外学

修科目 

理科教職演習Ⅰ 15  １ １ ※  

理科教職演習Ⅱ 15  １ ３・４ ※ 

理工学特別演習 30  ２ ２ ※ 

インターンシップ 60  ２ ２ ※ 

教職に関す

る科目 

理科教育法Ⅰ 30  ２ ２ ※  

理科教育法Ⅱ 30  ２ ２ ※ 

理科教育法Ⅲ 30  ２ ３・４ ※ 

理科教育法Ⅳ 30  ２ ３・４ ※ 

学部学科英

語科目（外

国語科目） 

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃ

ｏｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅ Ⅰ 

60  ２ １ ※  

Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃ

ｏｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎ ｆｏｒ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅ Ⅱ 

60  ２ １ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ 30  １ ２ ※ 
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ｏｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ ａｎｄ Ｅｎｇ

ｉｎｅｅｒｉｎｇ 

Ⅰ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ

ｏｒ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ ａｎｄ Ｅｎｇ

ｉｎｅｅｒｉｎｇ 

Ⅱ 

30  １ ２ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ

ｏｒ Ｉｎｔｅｒｎ

ａｔｉｏｎａｌ Ｔ

ｅｃｈｎｉｃａｌ 

Ｃｏｏｐｅｒａｔｉ

ｏｎ Ⅰ 

30  １ ２ ※ 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆ

ｏｒ Ｉｎｔｅｒｎ

ａｔｉｏｎａｌ Ｔ

ｅｃｈｎｉｃａｌ 

Ｃｏｏｐｅｒａｔｉ

ｏｎ Ⅱ 

30  １ ２ ※ 

別表第11 

看護部看護学科専門科目 

科目別 授業科目 
授業時

間 

必修・選択及び

単位数 年次 
他学部

履修 
備考 

必修 選択 

専

門

科

目 

看

護

医

科

学

分

野

（2

6単

位

） 

構造機能と生活Ⅰ（恒常性維持

のための調節機構と生活） 

30 １  １ × 71科目103単位

必修 

構造機能と生活Ⅱ（日常動作を

支える解剖生理と生活） 

30 １  １ × 

病態生理総論 15 １  １ × 

栄養と代謝 30 ２  １ × 

薬理の基礎 15 １  １ × 

臨床薬理 15 １  ２ × 

心理学 30 ２  ２ × 

診断治療Ⅰ（主要な疾患の検査

と治療） 

30 １  １ × 

診断治療Ⅱ（内分泌・血液・運

動機能疾患の検査と治療） 

30 １  ２ × 

診断治療Ⅲ（免疫・精神・小児

疾患の検査と治療） 

30 １  ２ × 

診断治療Ⅳ（感覚器・神経・筋

肉の疾患・生殖器疾患の検査と

治療） 

30 １  ２ × 

看護と病態生理 30 ２  ２ × 

生命科学 15 １  １ × 

健康と生活 30 ２  １ × 

社会保障・社会福祉論 30 ２  ２  
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疫学・保健統計 30 ２  ３ × 

生命倫理 30 ２  １ × 

看護とコミュニケーション 30 ２  １ × 

看

護

基

盤

分

野

（1

6単

位

） 

看護基礎理論Ⅰ（看護の理解と

学修者） 

15 １  １ × 

看護基礎理論Ⅱ（看護の機能と

理論） 

30 ２  １ × 

フィジカルアセスメント 30 １  １ × 

看護過程演習Ⅰ（アセスメン

ト） 

30 １  ２ × 

看護過程演習Ⅱ（計画・実施） 15 １  ２ × 

基本看護技術Ⅰ（看護技術の基

本） 

30 １  １ × 

基本看護技術Ⅱ（活動と清潔） 30 １  １ × 

基本看護技術Ⅲ（食事と排泄） 30 １  １ × 

基本看護技術Ⅳ（臨床看護技術

の基本） 

30 １  ２ × 

基本看護技術Ⅴ（与薬と検査） 30 １  ２ × 

基盤看護学実習Ⅰ（対象理解） 45 １  １ × 

人間発達看護学実習 90 ２  ２ × 

基盤看護学実習Ⅱ（看護過程の

展開） 

90 ２  ２ × 

看

護

実

践

分

野

（4

3単

位

） 

療養生活看護学概論 30 ２  ２ × 

療養生活看護論Ⅰ（急性回復期

援助） 

30 １  ２ × 

療養生活看護論Ⅱ（急性回復

期：看護過程・援助技術） 

30 １  ３ × 

療養生活看護論Ⅲ（慢性期支

援） 

30 １  ２ × 

療養生活看護論Ⅳ（慢性期：看

護過程・支援技術） 

30 １  ３ × 

療養生活看護学実習Ⅰ（急性） 135 ３  ３ × 

療養生活看護学実習Ⅱ（慢性） 135 ３  ３ × 

生涯発達看護学概論 30 ２  ２ × 

生涯発達看護論Ⅰ（子どもと家

族の健康課題） 

30 ２  ２ × 

生涯発達看護論Ⅱ（子どもと家

族への援助技術） 

15 １  ３ × 

生涯発達看護論Ⅲ（周産期の母

子の健康） 

30 ２  ３ × 

生涯発達看護論Ⅳ（周産期の援

助技術） 

15 １  ３ × 

生涯発達看護学実習Ⅰ（子ども

と家族の看護） 

45 １  ３ × 

生涯発達看護学実習Ⅱ（周産期

の看護） 

90 ２  ４ × 

健康生活看護学概論Ⅰ（基本的 30 ２  ２ × 
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概念） 

健康生活看護学概論Ⅱ（集団・

予防） 

15 １  ２ × 

健康生活看護学概論Ⅲ（地域社

会における多様な看護の場） 

30 ２  ２ × 

健康生活看護論Ⅰ（高齢者援

助） 

15 １  ２ × 

健康生活看護論Ⅱ（高齢者看護

過程・技術） 

30 １  ３ × 

健康生活看護論Ⅲ（精神看護展

開の基礎） 

30 ２  ２ × 

健康生活看護論Ⅳ（精神看護の

支援技術） 

15 １  ３ × 

健康生活看護論Ⅴ（地域保健活

動） 

15 １  ３ × 

健康生活看護論Ⅵ（在宅療養支

援） 

15 １  ３ × 

健康生活看護論Ⅶ（訪問看護過

程・地域看護技術） 

15 １  ３ × 

健康生活看護学実習Ⅰ（高齢者

の健康） 

135 ３  ３ × 

健康生活看護学実習Ⅱ（心の健

康） 

90 ２  ３ × 

健康生活看護学実習Ⅲ（地域在

宅生活の健康） 

90 ２  ４ × 

看

護

実

践

応

用

分

野

（1

8単

位

） 

看護実践統合演習 15 １  ４ × 

看護学研究方法論 15 １  ３ × 

看護と医療安全 15 １  ２ × 

看護管理論 30 ２  ３ × 

災害看護論 15 １  ４ × 

キャリアデザイン基礎 30 １  １ × 

看護とキャリアデザイン 15 １  ３ × 

卒業研究 30 ２  ４ × 

多職種協働論 15 １  ４ × 

クリティカルケア論 15 １  ４ × 

看護実践統合実習 90 ２  ４ × 

国際看護学 30 ２  １ × 

国際保健学 30 ２  ２ × 

国際看護特講１（国際看護・ア

ジア・アフリカ） 

15  １ １ × 選択科目 

国際看護特講２（国際看護・欧

米） 

15  １ １ × 

国際看護研修Ⅰ（看護視察研

修・アジア・アフリカ） 

45  １ １ × 

国際看護研修Ⅱ（看護視察研

修・欧米） 

45  １ １ × 

国際看護研修Ⅲ（看護フィール 90  ２ １ × 
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ド調査研修・アジア・アフリ

カ） 

国際看護研修Ⅳ（看護フィール

ド調査研修・欧米） 

90  ２ １ × 

卒業論文 30  ２ ４ × 

家族看護論 15  １ ４  

がん看護論 15  １ ４ × 

看護実践と倫理的課題 15  １ ４ × 

生活習慣病予防と看護 15  １ ４ × 

リエゾン精神看護 15  １ ４  

別表第12 

国際教養学部国際教養学科専門科目 

科目区分 授業科目 
授業

時間 

必修・選択及び単位数 
年次 他学部履修 備考 

必修 選択 

専

門

科

目 

必修

科目

11科

目34

単位

必修 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ

Ⅰ 

30 ２  １ ×  

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎｓ

Ⅱ 

60 ４  １ × 

Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｆ

ｏｕｎｄａｔｉｏｎ

ｓ： Ｓｔｕｄｙ Ａ

ｂｒｏａｄ 

60 ４  ２ × 

 Ｃｒｏｓｓ－ｃｕｌｔ

ｕｒａｌ Ｕｎｄｅｒ

ｓｔａｎｄｉｎｇ 

60 ４  １ × 

 Ｆｒｅｓｈｍａｎ Ｓ

ｅｍｉｎａｒ ＩＩ 

30 ２  １ × 

 Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ

ｓ ｏｆ Ｄａｔａ 

Ｓｃｉｅｎｃｅ 

60 ４  １  

 Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｗ

ｒｉｔｉｎｇ 

60 ４  ２ × 

 Ｓｅｍｉｎａｒ Ⅰ 30 ２  ３  

 Ｓｅｍｉｎａｒ Ⅱ 30 ２  ３  

 Ｓｅｍｉｎａｒ Ⅲ 30 ２  ４ × 

 Ｓｅｎｉｏｒ Ｐａｐ

ｅｒ 

 ４  ４ × 

 選択

必修

科44

単位

以上

修得 

Ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎ

ｇ 

60  ４ １  Ｑｕａｎ

ｔｉｔａ

ｔｉｖｅ 

＆ Ｑｕ

ａｌｉｔ

ａｔｉｖ

ｅ Ａｎ

ａｌｙｓ

ｉｓ 科

 Ｃａｌｃｕｌｕｓ 60  ４ １  

 Ｌｉｎｅａｒ Ａｌｇ

ｅｂｒａ 

60  ４ １  

 Ｑｕａｌｉｔａｔｉｖ

ｅ Ｒｅｓｅａｒｃｈ 

Ｍｅｔｈｏｄｓ 

60  ４ ２  
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目４単位

以上 

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｐｈｉｌｏｓｏ

ｐｈｙ 

60  ４ １  歴

史・

社

会・

文化

科目

群

（４

単

位） 

Ｌ

ｅ

ｖ

ｅ

ｌ 

100

－

200

科

目

16

単

位

以

上

修

得

（

但

し

３

つ

の

科

目

群

か

ら

各

４

単

位

以

上

を

含

む

こ

と

） 

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｈｉｓｔｏｒｙ 

60  ４ １  

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｓｏｃｉｏｌｏ

ｇｙ 

60  ４ １  

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｐｏｌｉｔｉｃ

ｓ ａｎｄ Ｇｌｏｂ

ａｌｉｚａｔｉｏｎ 

60  ４ １  政

治・

国際

関係

科目

群

（４

単

位） 

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｉｎｔｅｒｎａ

ｔｉｏｎａｌ Ｒｅｌ

ａｔｉｏｎｓ 

60  ４ １  

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ａｃｃｏｕｎｔ

ｉｎｇ ａｎｄ Ｆｉ

ｎａｎｃｉａｌ Ａｎ

ａｌｙｓｉｓ 

60  ４ １  経

済・

経営

科目

群

（４

単

位） 

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｅｃｏｎｏｍｉ

ｃｓ 

60  ４ １  

 Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ 

ｏｆ Ｂｕｓｉｎｅｓ

ｓ 

60  ４ １  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｆｉｅｌｄｗ

ｏｒｋ Ⅰ 

30  ２ ２ ×  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｆｉｅｌｄｗ

ｏｒｋ Ⅱ 

30  ２ ２ ×  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｄ

ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅰ 

30  ２ ２  Ｌｅｖｅ

ｌ 200科

目４単位

以上修得 

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｄ

ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃ

30  ２ ２  
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ｅ Ⅱ 

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｄ

ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅲ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｄ

ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅳ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｄ

ａｔａ Ｓｃｉｅｎｃ

ｅ Ⅴ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｈ

ｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

＆ Ｓｏｃｉａｌ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅｓ Ⅰ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｈ

ｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

＆ Ｓｏｃｉａｌ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅｓ Ⅱ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｈ

ｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

＆ Ｓｏｃｉａｌ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅｓ Ⅱ 

30  ２ ２  

 Ｓｏｐｈｏｍｏｒｅ 

Ｓｅｍｉｎａｒ： Ｈ

ｕｍａｎｉｔｉｅｓ 

＆ Ｓｏｃｉａｌ Ｓ

ｃｉｅｎｃｅｓ Ⅳ 

30  ２ ２  

 Ｈｉｓｔｏｒｙ ｏｆ 

Ｍｏｄｅｒｎｉｚａｔ

ｉｏｎ ａｎｄ Ｅｍ

ｐｉｒｅ 

60  ４ ２  歴

史・

社

会・

文化

科目

群

（４

単

位） 

Ｌ

ｅ

ｖ

ｅ

ｌ 

300

－

400

科

目

20

単

位

以

上

修

 Ｇｌｏｂａｌ Ｓｏｃ

ｉａｌ Ｐｏｌｉｃｙ 

60  ４ ２  

 Ｍｏｄｅｒｎ Ｐｏｌ

ｉｔｉｃａｌ Ｔｈｏ

ｕｇｈｔ 

60  ４ ２  

 Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔ

ｉｏｎ ａｎｄ Ｓｏ

ｃｉｅｔｙ 

60  ４ ２  

 Ｍｏｎａｒｃｈｙ ａ

ｎｄ Ｄｅｍｏｃｒａ

ｃｙ ｉｎ Ｍｏｄｅ

ｒｎ Ｈｉｓｔｏｒｙ 

60  ４ ２  
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 Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ 

ａｎｄ Ｉｎｔｅｒｎ

ａｔｉｏｎａｌ Ｄｅ

ｖｅｌｏｐｍｅｎｔ 

60  ４ ２  得

（

但

し

３

つ

の

科

目

群

か

ら

各

４

単

位

以

上

を

含

む

こ

と

） 

 Ｇｌｏｂａｌ Ｅｔｈ

ｉｃｓ 

60  ４ ２  

 Ｓｏｃｉｏｌｏｇｙ 

ｏｆ Ｍｅｄｉａ ａ

ｎｄ Ｃｏｍｍｕｎｉ

ｃａｔｉｏｎ 

60  ４ ２  

 Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａ

ｒｙ Ｐｏｌｉｔｉｃ

ａｌ Ｔｈｅｏｒｙ 

60  ４ ２  政

治・

国際

関係

科目

群

（４

単

位） 

 Ｇｒｅａｔ Ｐｏｗｅ

ｒ Ｐｏｌｉｔｉｃｓ 

ｉｎ ｔｈｅ Ｗｏｒ

ｌｄ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｐｏｌｉｔｉ

ｃａｌ Ｅｃｏｎｏｍ

ｙ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｉｎｓｔｉｔ

ｕｔｉｏｎｓ ａｎｄ 

Ｇｌｏｂａｌ Ｇｏｖ

ｅｒｎａｎｃｅ 

60  ４ ２  

 Ｃｉｔｉｚｅｎｓｈｉ

ｐ ａｎｄ Ｄｅｍｏ

ｃｒａｃｙ ｉｎ ａ 

Ｇｌｏｂａｌ Ａｇｅ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｒｅｌａｔｉ

ｏｎｓ ｉｎ Ａｓｉ

ａ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｂａｒｇａｉ

ｎｉｎｇ 

60  ４ ２  

 Ｃｏｍｐａｒａｔｉｖ

ｅ Ｐｏｌｉｔｉｃｓ 

60  ４ ２  

 Ｎｏｎｐｒｏｆｉｔ 

Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉ

ｏｎｓ ａｎｄ Ｐｕ

ｂｌｉｃ Ｓｅｃｔｏ

ｒ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ

ｔｅ Ｍｉｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ ２  経

済・

経営

科目

群

 Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎ

ｔ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

60  ４ ２  
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ｓ （４

単

位） 

 Ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ 

Ａｎａｌｙｔｉｃｓ 

ｗｉｔｈ Ｍａｃｈｉ

ｎｅ Ｌｅａｒｎｉｎ

ｇ 

60  ４ ２  

 Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ 60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ

ｔｅ Ｍａｃｒｏｅｃ

ｏｎｏｍｉｃｓ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｔｒａｄｅ 

60  ４ ２  

 Ｐｒｅｓｃｒｉｐｔｉ

ｖｅ Ａｎａｌｙｔｉ

ｃｓ ｆｏｒ Ｏｐｅ

ｒａｔｉｏｎｓ Ｍａ

ｎａｇｅｍｅｎｔ 

60  ４ ２  

 Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ

ｎａｌ Ｂｕｓｉｎｅ

ｓｓ 

60  ４ ２  

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ａ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ｂ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ｃ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ｄ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ｅ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｓｅ

ｍｉｎａｒ Ｆ 

60  ４ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅰ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅱ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅲ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅳ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅴ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅵ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅶ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅷ 

30  ２ ２   
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 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅸ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ Ⅹ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ ⅩⅠ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ ⅩⅡ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ ⅩⅢ 

30  ２ ２   

 Ｓｐｅｃｉａｌ Ｌｅ

ｃｔｕｒｅ ⅩⅣ 

30  ２ ２   

学

部

英

語

科

目 

２科

目４

単位

必修 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏ

ｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｐｕｒｐｏｓｅｓ Ⅰ 

60 ２  １ × 英語科目

16単位必

修（但し

日本語プ

ログラム

学生は共

通科目の

日本語日

本文か科

目から16

単位修得

するこ

と。な

お、必修

の４単位

は第２外

国語とす

る） 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏ

ｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｐｕｒｐｏｓｅｓ Ⅱ 

60 ２  １ × 

３科

目12

単位

選択

必修 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏ

ｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｐｕｒｐｏｓｅｓ： 

Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏ

ａｄ Ⅰ 

120  ４ ２ × 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏ

ｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｐｕｒｐｏｓｅｓ： 

Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏ

ａｄ Ⅱ 

120  ４ ２ × 

Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏ

ｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ 

Ｐｕｒｐｏｓｅｓ： 

Ｓｔｕｄｙ Ａｂｒｏ

ａｄ Ⅲ 

120  ４ ２ × 

別表第13 

各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等（中・高） 

科

目

別 

授業科目 
授業時

間 

必修・選択及び単位数 

年次 備考 
必修 選択 

教

職

に

関

す

る

専

門

科

目 

教育原論：教職 30 ２  １ 必修科目（文・理工

学部生用） 

教育原論※ 60 ４  １ 必修科目（教育学部

生用） 

教職概論※ 30 ２  １ 必修科目 

教育行財政学※ 30 ２  ３ 必修科目 

教育・学校心理学※ 30 ２  １ 必修科目 

インクルーシブ教育論※ 15 １  ３ 必修科目 

カリキュラム論※ 30 ２  ３ 必修科目 

道徳教育論 30  ２ ３ 中１免は必修 
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総合的な学習の時間の指

導論※ 

15 １  ３ 必修科目 

特別活動論※ 15 １  ２ 必修科目 

教育の方法と技術※ 30 ２  ３ 必修科目 

ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅰ※ 

15 １  １ 必修科目 

ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅱ※ 

15 １  ３ 必修科目 

生徒・進路指導論※ 30 ２  ２ 必修科目 

教育カウンセリング※ 30 ２  ３ 必修科目 

教育実習事前指導（中・

高） 

15 １  ３ 必修科目 

教育実習Ⅰ（中・高） 60 ２  ３ 必修科目 

教育実習Ⅱ（中） 60  ２ ３ 中１免を取得する者

は５科目から２単位

を選択必修 

学校体験活動Ⅰ（中） 60  ２ ２ 

学校体験活動Ⅱ（中） 60  ２ ２ 

学校体験活動Ⅲ（中） 30  １ ２ 

学校体験活動Ⅳ（中） 30  １ ２ 

教職実践演習※ 30 ２  ４ 必修科目 

社会科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 社会科・英語科・国

語科・数学科・理科

教育法は、中１免は

８単位必修、高１免

は４単位必修 

地理歴史科・公民

科・情報科教育法は

４単位を必修 

社会科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

社会科教育法Ⅲ 30 ２  ３ 

社会科教育法Ⅳ 30 ２  ３ 

地理歴史科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

地理歴史科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

公民科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

公民科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

英語科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

英語科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

英語科教育法Ⅲ 30 ２  ３ 

英語科教育法Ⅳ 30 ２  ３ 

国語科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

国語科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

国語科教育法Ⅲ 30 ２  ３ 

国語科教育法Ⅳ 30 ２  ３ 

数学科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

数学科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

数学科教育法Ⅲ 30 ２  ３ 

数学科教育法Ⅳ 30 ２  ３ 

情報科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

情報科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

理科教育法Ⅰ 30 ２  ２ 

理科教育法Ⅱ 30 ２  ２ 

理科教育法Ⅲ 30 ２  ３ 

理科教育法Ⅳ 30 ２  ３ 

※印の科目は、教育学科・児童教育学科の共通開設科目。 
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別表第14 

保育内容の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等（幼） 

各教科の指導法及び教育の基礎的理解に関する科目等（小） 

科目

別 
授業科目 

授業時

間 

必修・選択及び単位数 
年次 備考 

必修 選択 

教職

に関

する

専門

科目 

教職概論※ 30 ２  １ 必修科目 

教育原論※ 60 ４  １ 必修科目 

教育・学校心理学※ 30 ２  ２ 必修科目 

教育行財政学※ 30 ２  ３ 必修科目 

ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅰ※ 

15 １  １ 小１免必修 

ＩＣＴ活用教育の理論と

方法Ⅱ※ 

15 １  ３ 小１免必修 

インクルーシブ教育論※ 15 １  ３ 必修科目 

教育カウンセリング※ 30 ２  ３ 必修科目 

教育実習事前指導（幼・

小） 

15 １  ３ 必修科目 

教育実習Ⅰ（幼・小） 60 ２  ３ 必修科目 

教育実習Ⅱ（幼・小） 60 ２  ３ 必修科目 

教職実践演習※ 30 ２  ４ 必修科目 

カリキュラム論※ 30 ２  ２ 小１免必修 

国語科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

社会科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

算数科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

理科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

生活科教育 30 ２  ３ 小１免必修 

音楽科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

図工科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

体育科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

家庭科教育 30 ２  ３ 小１免必修 

英語科教育 30 ２  ２ 小１免必修 

道徳教育論 30 ２  ３ 小１免必修 

総合的な学習の時間の指

導論※ 

15 １  ３ 小１免必修 

特別活動論※ 15 １  ２ 小１免必修 

教育の方法と技術※ 30 ２  ３ 小１免必修 

生徒・進路指導論※ 30 ２  ２ 小１免必修 

保育・教育課程論 30 ２  ２ 幼１免必修 

保育内容（健康）の指導

法 

30 ２  ２ 幼１免必修 

保育内容（人間関係）の

指導法 

30 ２  ２ 幼１免必修 

保育内容（環境）の指導

法 

30 ２  ２ 幼１免必修 

保育内容（言葉）の指導

法 

30 ２  ２ 幼１免必修 
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保育内容（表現）の指導

法 

30 ２  ２ 幼１免必修 

保育方法論 30 ２  ２ 幼１免必修 

幼児理解の理論と方法 30 ２  ２ 幼１免必修 

※印の科目は、教育学科・児童教育学科の共通開設科目。 

別表第15 

社会教育に関する科目 

科目別 授業科目 授業時間 
必修・選択及び単位数 

年次 備考 
必修 選択 

社会教育

に関する

科目 

生涯学習概論 30 ２  １ 必修 

社会教育概論 30 ２  １ 必修 

生涯学習支援論Ⅰ 30 ２  ２ 必修 

生涯学習支援論Ⅱ 30 ２  ２ 必修 

社会教育経営論Ⅰ 30 ２  ３ 必修 

社会教育経営論Ⅱ 30 ２  ３ 必修 

社会教育実習 30 １  ３ 必修 

社会教育演習Ⅰ 30 ２  ３ 必修 

社会教育演習Ⅱ 15 １  ３ 必修 

社会教育特講Ａ 30 ２  ２ 必修 

社会教育特講Ｂ 30 ２  ３ 必修 

教育社会学 60  ３ ２・３ 

２科目４単位

以上選択必修 

児童福祉論Ⅰ 30  ２ ２ 

教育原論 30  ２ １ 

メディア論 30  ２ ２ 

別表第16 

社会福祉士に関する専門科目 

科目

別 
授業科目 

授業時

間 

必修・選択及び単位数 
年次 備考 

必修 選択 

社会

福祉

士に

関す

る専

門科

目 

社会理論と社会システム 30 ２  １  

社会福祉調査の基礎 30 ２  １  

社会福祉の原理と政策Ⅰ 30 ２  １  

社会福祉の原理と政策Ⅱ 30 ２  ２  

地域福祉と包括的支援体

制Ⅰ 

30 ２  ３ 
 

地域福祉と包括的支援体

制Ⅱ 

30 ２  ３ 
 

児童福祉論Ⅰ 30 ２  ２  

児童福祉論Ⅱ 30 ２  ２  

障害者福祉Ⅰ 30 ２  ２  

障害者福祉Ⅱ 30 ２  ２  

高齢者福祉Ⅰ 30 ２  ２  

高齢者福祉Ⅱ 30 ２  ２  

ソーシャルワーク演習 30 ２  ２  

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅰ 

30 ２  ２ 
 

ソーシャルワーク演習 30 ２  ３  



98/103 

（専門）Ⅱ 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅲ 

30 ２  ３ 
 

ソーシャルワーク演習

（専門）Ⅳ 

30 ２  ４ 
 

ソーシャルワークの基盤

と専門職 

30 ２  ２ 
 

ソーシャルワークの基盤

と専門職（専門） 

30 ２  ２ 

 
ソーシャルワークの理論

と方法Ⅰ 

30 ２  ２ 

ソーシャルワークの理論

と方法Ⅱ 

30 ２  ２ 

ソーシャルワークの理論

と方法（専門）Ⅰ 

30 ２  ３  

ソーシャルワークの理論

と方法（専門）Ⅱ 

30 ２  ３ 

ソーシャルワーク実習指

導Ⅰ 

30 ２  ２ 
 

ソーシャルワーク実習指

導Ⅱ 

30 ２  ３ 
 

ソーシャルワーク実習指

導Ⅲ 

30 ２  ４ 
 

ソーシャルワーク実習Ⅰ 60 ２  ３・４  

ソーシャルワーク実習Ⅱ 180 ４  ３・４  

社会保障Ⅰ 30 ２  ２  

社会保障Ⅱ 30 ２  ２  

福祉サービスの組織と経

営 

30 ２  ３ 
 

貧困に対する支援 30 ２  ２  

保健医療と福祉 30 ２  ３  

権利擁護を支える法制度 30 ２  ３  

心理学理論と心理的支援 30 ２  １  

人体の構造と機能及び疾

病 

30 ２  ３ 
 

刑事司法と福祉 30 ２  ３・４  

別表第17 

公認心理師養成課程に関する科目 

科目別 授業科目 授業時間 

必修・選択及び単位

数 年次 備考 

必修 選択 

公認心理

師養成課

程に関す

る科目 

公認心理師の職責 30 ２  １  

心理学概論 60 ４  １  

臨床心理学概論 30 ２  ３  

心理学研究法 30 ２  １  

心理学統計法 30 ２  ２  

心理学実験（心理学実験 30 ２  ２  
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法） 

知覚・認知心理学 30 ２  ２  

学習・言語心理学 30 ２  ２  

感情・人格心理学 30 ２  ３  

神経・生理心理学 30 ２  ２  

社会・集団・家族心理学 30 ２  ３  

発達心理学 30 ２  ２  

障害者・障害児心理学 30 ２  ３  

心理的アセスメント 30 ２  ３  

心理学的支援法 30 ２  ４  

健康・医療心理学 30 ２  １  

福祉心理学 30 ２  ３  

教育・学校心理学 30 ２  ２  

司法・犯罪心理学 30 ２  ３  

産業・組織心理学 30 ２  ４  

人体の構造と機能及び疾病 30 ２  ２  

精神疾患とその治療 30 ２  ３  

関係行政論 30 ２  ２  

心理演習 30 ２  ４  

心理実習Ⅰ 40 １  ４  

心理実習Ⅱ 40 １  ４  

別表第18 

(１) 検定料 

試験の種類 検定料 備考 

大学入学共通テスト利用入学試験

（前期）３科目方式 

10,000  

大学入学共通テスト利用入学試験

（前期）４科目方式 

10,000  

大学入学共通テスト利用入学試験

（後期）３科目方式 

10,000  

全学統一入学試験 30,000  

一般入学試験３科目方式 30,000 総合型選抜入試・公募推薦

入試・指定校推薦入試のい

ずれかの出願者は検定料を

10,000円とする。 

一般入学試験２科目方式 30,000 総合型選抜入試・公募推薦

入試・指定校推薦入試のい

ずれかの出願者は検定料を

10,000円とする。また、一

般入試３科目方式と併願し

た場合は、検定料を免除す

る。 

一般入学試験（後期）２科目方式 30,000  

ＰＡＳＣＡＬ入学試験 33,000  

小論文方式入学試験 33,000  

指定校推薦入学試験 33,000  
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公募推薦入学試験 33,000  

スポーツ推薦入学試験 33,000  

国際バカロレア－ディプロマ・プ

ログラム推薦入学試験 

33,000 
 

創価学園推薦入学試験 33,000  

外国人学生入学試験 33,000  

帰国学生入学試験 33,000  

ＵＮＨＣＲ推薦入学試験 ０ 協定により全額免除 

創価女子短期大学推薦編入学試験 33,000  

理工学部高専推薦編入学試験 33,000  

一般編入学試験 33,000  

転学部・転学科・転籍試験 33,000  

（単位：円） 

※天災その他の災害（ただし、本人もしくは生計維持者が被害発生時において被害地域に居住し

ていた場合に限る）において証明書類の提出があった場合に、検定料を返金する。 

(２) 学費 

項目 全学部 備考 

入学金（入学時） 200,000 ①本学通信課程からの転籍者または編入学者

は通信課程入学年度の入学金分を免除す

る。 

②本学別科出身者は別科入学年度の入学金分

を免除する。 

③再入学は免除する。 

④編入学者のうち本学または創価女子短期大

学出身者は免除する。 

（単位：円） 

 

2023年度以降生 

学部 期 授業料 実習費 

経済 

法 

経営 

春学期 475,000 ０ 

秋学期 475,000 ０ 

文 

教育 

春学期 485,000 ０ 

秋学期 485,000 ０ 

理工 
春学期 640,000 45,000 

秋学期 640,000 45,000 

看護 
春学期 620,000 80,000 

秋学期 620,000 80,000 

国際教養 
春学期 605,000 ０ 

秋学期 605,000 ０ 

備考 休学時は、在籍料として半期30,000円、年間60,000円のみを徴収する。 

在学学期数が標準修業学期数を超えた者については、以下の通り授業料を免除する。 

学部 免除額 

経済・法・文・経営・教育・国際

教養 

半期120,000 

年間240,000 

理工・看護 半期130,000 

年間260,000 
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（単位：円） 

 

2022年度生～2015年度生（看護学部は2017年度生、国際教養学部は2018年度生） 

学部 期 授業料 実習費 

経済 

法 

経営 

春学期 450,000 ０ 

秋学期 450,000 ０ 

文 

教育 

春学期 460,000 ０ 

秋学期 460,000 ０ 

理工 
春学期 610,000 40,000 

秋学期 610,000 40,000 

看護 
春学期 585,000 75,000 

秋学期 585,000 75,000 

国際教養 
春学期 570,000 ０ 

秋学期 570,000 ０ 

備考 休学時は、在籍料として半期30,000円、年間60,000円のみを徴収する。 

在学学期数が標準修業学期数を超えた者については、以下の通り授業料を免除する。 

学部 免除額 

経済・法・文・経営・教育・国際教養 半期120,000 

年間240,000 

理工・看護 半期130,000 

年間260,000 

（単位：円） 

 

2014年度以前生（看護学部は2016年度以前生、国際教養学部生は2017年度以前生） 

学部 期 授業料 実験実習費 施設設備費 保健費 

経済 

法 

文 

経営 

教育 

春学期 311,500 ０ 101,500 4,000 

秋学期 311,500 ０ 101,500 4,000 

工 
春学期 455,000 40,000 110,000 4,000 

秋学期 455,000 40,000 110,000 4,000 

看護 
春学期 475,000 75,000 100,000 4,000 

秋学期 475,000 75,000 100,000 4,000 

国際教養 
春学期 455,000 ０ 101,500 4,000 

秋学期 455,000 ０ 101,500 4,000 

備考 休学中は、年額 

50,000円 

（半期25,000円） 

休学中は免除 休学中は免除 休学中は免除 

（単位：円） 

・在学学期数が標準修業学期数を超えた者については、施設設備費を免除する。 

（学則40条第４項に記載があるため削除） 

(３) 特設課程費 

項目 
文学部、教育学

部、理工学部 
備考 

教職課程費 50,000 教職課程登録時に25,000円、教育実習登録時に25,000

円の合計50,000円 
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項目 

経営学部、法学

部、文学部、教

育学部、理工学

部 

備考 

社会教育主事課程費 15,000  

 

項目 
教育学部教育学

科 
備考 

公認心理師課程費 80,000 ２年次に40,000円、３年次に40,000円を徴収する。ま

た、別途心理実習登録時に実習費を徴収する 

（単位：円） 

別表第19 

(１) 科目等履修生 

学部別 

 

項目 

経済・法・文・

経営・教育学部 
理工学部 備考 

選考料 10,000 10,000  

登録料 20,000 20,000 ①本学出身者及び別科出身者は免除す

る。 

②２年間継続して科目等履修生になる場

合は免除する。 

③八王子市学園都市大学受講生で科目等

履修生になる場合は免除する。 

④その他本学が認めた者は免除する。 

履修費（１単位） 15,000 15,000  

（単位：円） 

(２) 研究生納付金 

学部別 

 

項目 

経済・法・文・

経営・教育学部 
理工学部 備考 

選考料 10,000 10,000  

登録料 70,000 70,000 ①本学出身者及び別科出身者は免除す

る。 

②２年間継続して研究生になる場合は免

除する。 

③その他本学が認めた者は免除する。 

研究料 132,000 216,000 １学期 

（単位：円） 

(３) 特別履修生 

項目 全学部 備考 

登録料 2,000 ①本学別科生は免除する。 

②実験実習科目の履修については、実験実習費

を別途徴収することがある。 

③本学大学院生で、特設課程費を学部在学中に

納めていない場合は、特設課程費を別途徴収

する。 

④その他本学が認めた者は免除する。 
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11,000 ①八王子市学園都市大学受講生が１コマ15回の

科目の特別履修生になる場合。ただし、１コ

マ８回の科目の場合は、6,500円とする。 

②八王子学園都市大学受講生のうち、他大学の

学生が特別履修生になる場合は、半額とす

る。但し、単位互換協定校の学生は無料とす

る。 

③放送大学に在学する学生が特別履修生になる

場合は、登録料は免除する。 

履修費（１単位） 5,500 放送大学に在学する学生が特別履修生になる

場合。ただし、それ以外の特別履修生の場合

は、履修費を免除する。 

（単位：円） 

 


